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世
界
恐
慌
論
に
お
け
る
一
一
類
型
(
上
)

日

次

一

、

は

じ

め

に

戦
後
術
環
の
十
橋
本
的
指
標
と
世
界
恐
慌
|

二
、
世
界
恐
慌
に
つ
い
て

O
外
国
の
詰
見
解

&
波
及
理
論
。
原
型

l
グ
ァ
ル
ガ

l

b

波
及
理
論
の
岳
民
エ
ル
ス
ナ
1

c

同
時
成
熟
諭
(

I

)

メ
ン
デ
リ
ソ
ン
!
(
以
上
、
木
号
)

三
、
世
界
恐
慌
に
つ
い
て
り
わ
が
国
の
諾
見
解

a

目
本
版
披
及
理
論
佐
藤
定
幸

b

同
時
成
熟
諭
(
E
)
|井
汲
卓
一

l

四

、

お

わ

り

に

ー
問
題
点
目
所
荘
と
今
後
の
課
題

I孟

め

に

|
1
戦
後
循
環
の
基
本
的
指
標
と
世
界
恐
慌
|
|

じ

戦
後
循
環
の
性
格
、
と
く
に
一
九
五
七

l
五
八
年
恐
慌
の
規
定
を
め
ぐ

世
界
恐
慌
論
に
お
け
る
二
類
型
〔
上
〉

重

澄

男

田

っ
て
、
は
な
や
か
な
論
争
が
展
開
さ
れ
、
そ
こ
で
く
り
ひ
ら
げ
ら
れ
た
見

解
は
多
種
多
様
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
穴
き
く
分
け
て
つ
ぎ
の
ゴ
つ
の

見
解
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
あ
る
》

第
一
は
、
一
九
五
台

l
五
八
年
恐
慌
を
「
循
環
性
恐
慌
」
で
あ
る
と
す
る

見
解
で
あ
っ
て
、
わ
が
国
で
は
『
世
界
経
済
年
報
』
中
小
椋
広
勝
、
名
和

献
一
二
、
佐
藤
定
幸
な
ど
の
諸
氏
、
な
ら
び
に
、
ヴ
ァ
ル
ガ
、
シ
ュ
司
、
、
7

ト、

ド
ッ
プ
、
ス
ウ
イ
ー
ジ
ー
、
ァ
ソ
リ
ク
ロ
ー
ド
な
ど
海
外
の
マ
ル
ク
ス

経
済
学
者
の
ほ
と
ん
ど
に
よ
っ
て
、
主
張
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
y
」

の
立
場
の
品
か
に
も
様
々
な
見
解
が
あ
る
が
、
と
も
か
く
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
、
一
九
四
六
年
た
い
し
一
九
四
九
年
を
始
点
と

L
て
戦
後
循
環
は
開

始
さ
れ
、
一
九
五
三

l
E
悶
年
の
中
間
恐
慌
を
へ
て
、
一
九
五
七
1
五
八

年
恐
慌
と
い
う
循
環
性
恐
慌
で
も
っ
て
そ
の
周
期
は
柊
了
し
た
、
と
考
え

て
い
る
。

ζ

の
よ
う
な
循
環
と
周
期
の
考
え
方
ゃ
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
が

循
環
性
恐
慌
で
あ
る
こ
と
の
理
由
と
し
て
採
り
あ
げ
ら
れ
た
指
標
な
ど
り

点
か
ら
み
る
と
、
こ
の
見
解
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
圃
家
独
占
資
本
主
義

第
八
十
八
巻

第

号

豆王

五

七



世
界
恐
慌
論
に
お
け
る
二
類
型
〔
上
)

に
お
け
る
恐
慌
の
発
現
形
態
の
変
容
を
強
調
し
て
い
る
と
は
い
う
も
の
の
、

恐
慌
な
ら
び
に
経
済
循
環
の
基
礎
理
論
と
し
て
肯
典
的
形
態
に
も
か
い
も

の
を
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

第
一
一
は
、
一
九
五
七

l
五
八
年
恐
慌
は
「
中
間
恐
慌
」
で
あ
っ
た
と
す

る
見
解
で
あ
っ
て
、
井
川
出
卓
一
、
今
井
則
義
氏
ら
を
中
心
と
し
て
、
主
と

L
て
「
季
刊
日
本
経
済
分
析
』
に
お
い
て
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ

て
い

hu
こ
の
見
解
は
、
恐
慌
の
発
現
形
態
な
ら
び
に
経
済
循
環
の
展
開

形
態
に
つ
い
て
、
第
二
次
大
戦
後
に
お
い
て
も
、
基
本
的
に
は
古
典
的
形

態
が
貫
徹
す
る
も
り
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

G

第
三
は
、
独
占
の
強
化
と
困
家
独
占
資
本
主
義
の
発
展
に
よ
る
経
済
循

環
と
恐
慌
の
形
態
変
化
を
強
制
す
る
見
解
で
あ
っ
て
、
こ
れ
も
幾
人
か
の

人
た
ち
に
よ
っ
て
様
々
な
形
で
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
代
表
的
な
も

の
は
、
第
二
次
大
戦
後
に
お
い
て
は
、
ひ
ん
ぱ
ん
な
生
産
後
退
と
い
う
形

て
恐
慌
の
発
現
形
態
が
変
化
し
た
、
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
見
解
の
場
合
に
は
、
形
態
の
変
形
に
よ
っ
て
、
循
環
性
恐
慌
と
一
周
期

内
に
付
け
る
中
間
恐
慌
と
を
区
別
す
る
意
味
は
な
く
な
っ
た
、
主
い
う
こ

ιに
な
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
豊
崎
稔
、
瀬
尾
芙
巴
子
な
ど
の
諸

氏
の
諸
見
解
に
み
ら
れ
る
が
、
メ
γ
デ
リ
ソ
ン
の
見
解
も
ほ
ぼ
こ
れ
と
似

た
点
も
あ
り
、
ま
に
、
最
近
の
シ
晶
、
司
、
ッ
?
や
ヴ
ァ
ル
ガ
、
ダ
l
リ
ン
なの

ど
の
論
文
に
お
い
て
も
そ
れ
に
近
い
見
解
が
述
べ
ら
れ
た
り
し
て
い
る
。

さ
L
あ
た
り
、
使
且
的
に
、
第
一
の
見
解
を
「
循
環
性
恐
慌
説
」
、
第

二
を
「
中
間
恐
慌
説
」
、
第
三
を
「
循
環
変
形
説
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

第
人
十
λ
巻

J'、

第

号

主
六

の
見
解
に
お
け
る
循
鎖
性
恐
慌
の
基
本
的
指
標
を
み
て
み
る
と
、
循
環
性

恐
慌
説
で
は
「
同
定
資
本
投
資
の
下
落
」
に
し
ぼ
ら
れ
て
い
る
の
に
た
い

し
て
、
中
間
恐
慌
説
に
お
い
て
は
、
「
価
値
革
命
」
と
「
恐
慌
の
世
界
的

同
時
性
」
と
の
二
つ
の
指
標
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。
(
た
お
、
稲
環
変

形
説
L
つ
い
て
み
る
と
、
そ
れ
は
ま
だ
十
分
に
理
論
的
体
系
化
が
お
こ
な

わ
れ
て
お
ら
ず
、
た
と
え
ば
、
こ
れ
ま
で
の
戦
後
活
環
に
あ
ら
わ
れ
た
形

態
上
回
諸
特
徴
を
、
計
量
的
に
検
出
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
国
」
訴
の
諸
政

策
と
独
占
の
力
ー
に
が
恐
慌
を
短
期
化
せ
し
め
た
と
い
う
指
摘
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
は
、
国
家
独
占
資
本
主
義
の
再
生
産
諭
と

ま
問
昔
前
と
の
展
開
の
う
え
に
た
っ
士
結
環
の
変
形
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
あ
き

ら
か
で
な
い
た
め
、
そ
の
基
本
的
指
標
の
検
討
は
阿
難
で
あ
る
の
で
、
当

面
こ
れ
を
除
い
て
論
を
す
す
め
た
い
。
)

以
上
の
よ
う
な
循
環
性
恐
慌
に
つ
い
て
の
基
本
的
諸
指
標
の

5
ち、

「
固
定
資
本
投
資
の
下
落
」
と
「
価
値
革
命
」
と
の
比
較
植
討
に
か
ん
し

て
は
別
の
機
会
に
ゆ
ず
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
「
恐
慌
の
世
界
的
同
時

性
」
に
つ
い
て
み
て
ゆ
き
た
い
と
お
も
う
。
そ
乙
で
、
問
題
は
、
つ
ぎ
り

点
に
し
ぼ
ら
れ
る
。
ま
ず
、
恐
慌
の
世
界
的
同
時
性
は
、
は
た
し
て
循
環

性
恐
慌
白
基
本
的
指
標
た
り
う
る
か
一
世
か
、
そ
し
て
そ
の
根
拠
は
?
つ

い
で
、
も
し
そ
れ
が
基
本
的
指
標
た
り
う
る
と
す
る
な
ら
ば
、
中
間
恐
慌

説
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
指
標
た
る
「
価
値
革
命
」
と
ど
の
よ
う
な
関
連

性
を
も
つ
も
の
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
、
街
原
性
恐
慌
説
に
お
い
て
そ
れ

が
指
棋
の
一
つ
正
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
な
い
の
は
、
ど
の
よ
う
な
理
論
的



根
拠
に
も
と
ず
い
亡
い
る
の
か
。

こ
れ
ら
の
諸
点
を
あ
き
ら
か
に
す
る
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
、
本
稿
で

は
、
古
典
的
形
態
に
お
け
る
恐
慌
の
世
界
的
同
時
性
に
論
点
を
し
ぼ
り
、

海
外
な
ら
び
に
わ
が
国
の
代
表
的
な
諸
見
解
が
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
な
理

愉
的
根
拠
で
も
っ
て
把
握
し
て
い
る
か
、
と
い
う
点
の
検
討
を
お
こ
な
い

た
い
k
考
え
る
。
と
い
う
の
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
ま
だ
古
典
的
形
態
に
お

け
る
指
標
の
確
定
と
そ
の
根
拠
す
ら
も
十
分
あ
き
ら
か
に
な
コ
て
お
ら
ず
、

そ
こ
に
現
実
的
分
析
で
の
多
く
の
混
乱
の
根
元
の
一
つ
が
あ
る
よ
う
に
お

も
わ
れ
る
か
ら
で
み
る
。
そ
れ
を
明
確
に
す
る
と
と
は
、
世
界
恐
慌
諭
の

理
論
化
の
た
め
の
出
発
点
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
確
定
の
う
え
に
た
っ
て
、

は
じ
め
て
、
第
二
次
大
戦
後
の
条
件
の
も
と
で
の
恐
慌
と
経
済
循
環
の
発

現
形
態
に
お
り
る
変
化
と
そ
の
限
度
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
も
可
能
に

な
る
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。

ω
小
林
義
雄
「
恐
慌
分
析
の
た
め
の
一
視
角
」
(
「
経
済
評
論
』
一
九

五
九
年
三
月
号
)
に
お
い
て
も
.
ほ
ぽ
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
分
類
た

し
て
あ
る
。

ω
こ
れ
ら
の
詰
見
解
に
つ
い
て
の
主
要
な
国
際
的
諸
文
献
は
、
名
和

献
三
・
玉
井
龍
象
網
『
現
代
資
本
主
義
と
恐
慌
戦
後
景
気
循
環
の

特
質
と
問
題
点

L

(

一
九
五
七
年
一

O
月
)
、
同
縞
『
戦
後
景
気

循
環
論
統
・
現
代
資
本
主
義
と
恐
慌
L

(

一
九
五
九
年
一
月
〉
、
名

和
献
三
佐
藤
井
嗣
「
現
代
資
本
主
義
の
構
造
と
循
環
』
一
九
六

O

年
一
一
月
、
以
上
、
合
同
出
版
社
刊
)
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

わ
が
国
の
諸
氏
に
つ
い
て
は
、
刊
界
経
済
研
究
所
制
『
世
界
経
済
年

世
界
恐
慌
諭
に
お
け
る
ニ
類
型
(
よ
)

報
』
(
日
本
評
論
新
社
)
の
各
号
な
ど
で
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、

名
和
他
著
「
世
界
経
済
の
循
環
過
程
と
現
局
面
の
分
析
」
(
社
会
主

義
政
治
経
揖
研
究
所
編
『
転
機
に
お
け
る
日
本
経
済
同
一
九
五
九

年
二
月
、
中
央
公
論
社
)
に
台
い
て
、
そ
の
詳
細
な
分
析
が
み
ら
れ

る。ω
陸
時
骨
折
研
究
会
組
『
日
本
経
済
分
析
」
(
大
月
害
届
)
白
各
ロ
勺

を
参
胞
の
こ
と
。
な
お
、
註

ωで
ふ
れ
た
『
転
換
に
お
け
る
日
本
経

済
』
に
は
、
「
循
環
性
恐
慌
L

説
的
分
析
と
な
ら
ん
で
、
井
批
単
一

氏
に
よ
る
「
景
気
循
環
の
現
局
面
と
日
本
経
済
」
が
所
収
さ
れ
て
お

り
、
一
九
五
七

l
五
八
年
恐
慌
を
「
中
間
恐
慌
」
と
規
定
す
る
立
場

か
ら
の
分
析
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
見
解
り
埋
論
的

蓋
礎
を
追
求
せ
ん
と
し
た
論
主
と
し
て
、
方
石
定
一
応
の
詩
論
文

|

l
「
戦
後
指
螺
白
始
点
と
耕
点
」
(
『
経
済
評
論
」
一
九
五
九
年
ゴ
一

月
号
)
、
「
現
代
経
済
と
長
気
両
親
の
特
殊
性
」
ハ
『
経
済
一
評
論
』
一

九
六

O
年
六
月
号
)
、
「
景
気
筒
環
の
現
局
面
ど
世
拝
経
済
」
(
『
拡

界
」
一
九
六
一
年
一
月
号
)
ー
ー
も
み
の
が
き
る
べ
き
で
は
な
い
ロ

ω
豊
崎
稔
「
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
基
本
動
向
今
次
不
況
過
程
を

通
じ
て
見
た
一
考
察
」
(
「
経
済
評
論
』
臨
時
哨
刊
、
一
九
五
八
年
八

月
三
同
「
戦
佼
産
業
循
環
と
恐
慌
(
『
現
代
資
本
主
義
講
座
』
第

一
巻
、
一
九
五
八
年
一
一
月
、
東
洋
経
済
制
報
社
)

瀬
尾
芙
巳
子
「
戦
後
ア
メ
リ
カ
の
経
済
成
長
と
景
担
循
環
の
世
干

。
特
質
に
つ
い
て
」
(
『
関
西
大
学
商
学
論
集
L

第
二
巻
、
第
五
号
、

一
九
五
七
年
十
二
月
〉
、
同
「
米
国
工
業
生
産
発
展
の
歴
史
的
趨
勢

と
循
珠
に
関
す
る
統
計
的
考
察
」
(
同
上
、
第
二
番
、
第
一
一
一
号
、
一

第
八
十
八
巻

互王

七

九

第
二
月



壮
界
恐
慌
論
に
お
け
る
二
類
型
(
上
)

九
五
八
年
八
月
三
同
「
米
同
工
業
に
お
け
る
産
業
循
環
の
変
型

と
そ
の
構
造

l
成
長
率
分
析
白
試
み

l
」
(
同
上
、
第
四
巻
、
第

号
、
一
九
五
九
年
四
月
)
、
同
「
現
代
目
産
業
循
環
と
独
占
構

造
計
量
的
理
論
的
分
析
」
(
寸
経
済
評
論
」
一
九
五
九
年
一
一
月

号)。メ
ソ
デ
リ
ソ
ン
「
戦
後
循
環
。
特
味
性
に
つ
い
て
の
問
題
に
よ
せ

て
」
令
現
代
資
本
主
義
の
構
造
と
循
蝶
』
所
収
)
、
「
現
代
資
本
主
義

の
経
済
恐
慌
」
(
『
也
界
政
治
資
料
』
第
七
十
八
号
、
一
九
五
九
年
九

月
)
、
円
〉

V
F
E
Z
E
P
当
ロ
首
長
P
E
W
H
Eロ
E
晶
君

5
2

U
E
E
4
E
E
ロ
mwrv
骨
5
N当
E
Zロ
JMqE停
ロ
品
一
同
S
G
R呈
刊
誌
下

同
3
担
同
吋
柏
町
や
呂
町
匂
そ
の
他
。

ジ
ュ
ミ
ッ
ト
「
恐
慌
理
論
目
新
し
い
請
珂
題
」
、
「
資
本
主
義
の
婿

環
的
提
展
に
つ
い
て
」
弓
戦
後
景
気
循
環
論
』
所
収
)
、
「
独
占
資
木

主
義
に
お
け
る
恐
慌
と
術
環
の
若
干
の
問
題
に
つ
い
て
」
(
『
経
済
評

論
』
一
九
六

O
年
六
月
号
)
、
「
現
代
に
お
け
る
恐
慌
と
循
環
の
諸
問

掴
」
(
『
現
代
資
本
主
義
市
構
造
と
循
環
』
所
収
)
、
そ
り
他
。
と
く

に

、

]

戸

田

n
y
E
E
Y
N可
E
E己民一

E
o
E
N
M庶
民

R
げ
O
I
吉
田
口
。
-

E同
O

ロ
ロ
色
。

F
E
E百
げ
何
回
口
百
ロ
O
自
の
げ
何
回
ロ
ロ
ロ
閣
内
白

E
己
2

4
5
1里
町
民
け
己
宮
崎
。
向
。
ロ
毛
悶
耳
目
冊
。
ロ
岡
何
一
宮

Z
-
E回
国
P

同
3
q

室
主
建
言
民
同
ご
F

思
岳
、
出
。
片
付

N
h

ヴ
ァ
ル
ガ
、
ダ
!
リ
ン
に
つ
い
で
は
、
「
経
済
評
論
』
一
九
六

一
年
b
月
号
に
訳
載
さ
れ
て
い
る
論
文
と
発
言
要
旨
を
参
照
の
三

L」ω
「
拡
は
、
一
九
五
七
年
の
九
月
以
後
ア
メ
リ
カ
工
業
生
産
出
下
り

第
八
十
八
巻

。
第

丹

五
八

は
じ
め
た
と
き
、
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
で
循
球
牲
の
過
剰
生
産
恐
慌
が

始
ま
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
世
界
的
な
過
剰
生
産
恐

慌
を
前
ぶ
れ
す
る
も
の
だ
と
い
う
見
解
を
の
ペ
た
。
モ
の
県
白
は
こ

の
工
業
生
産
り
低
下
は
固
定
資
本
投
資
の
減
少
に
よ
る
も
の
で
、
一

九
五
一
l
l
五
四
年
の
景
気
後
退
と
は
性
質
を
異
に
し
て
い
お
と
い
う

こ
と
に
あ
っ
た
。
」
〔
小
椋
広
勝
「
世
界
景
気
の
回
梗
と
そ
の
性
格
」

i
日
本
経
済
調
読
会
編
寸
日
本
経
済
四
季
報
」
第
二
十
四
円
、
一
九

五
八
年
第
四
・
四
半
期
、
四
頁
。
)

ω
「
恐
慌
の
す
べ
て
の
要
因
は
中
間
恐
慌
O
ば
あ
い
も
、
楯
環
性
恐

慌
白
ば
あ
い
と
同
じ
よ
う
に
生
じ
う
る
。
た
だ
、
い
わ
ゆ
る
『
価
値

革
命
』
を
生
廷
し
め
る
よ
う
な
基
木
的
要
因
が
そ
こ
に
成
熟
し
て
い

る
か
否
肝
だ
け
が
両
者
を
区
別
す
る
。
す
べ
て
の
指
槙
は
干
の
判
断

の
た
め
に
O
み
役
立
て
ね
ば
な
ら
な
い
」
(
井
汲
卓
一
「
循
環
と
周

期
」
1

「
貿
品
研
究
』
第
六
号
、
一
九
六

O
年
三
月
、
四
六
頁
。
)

約
「
こ
の
よ
う
た
景
気
循
環
の
過
程
は
生
産
関
係
の
最
も
上
部
構
造

的
な
珂
述
に
い
た
る
ま
で

O
、
生
産
り
す
べ
て

D
契
機
を
融
合
し
た

と
こ
ろ
り
運
動
で
あ
る

υ

し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
世
界
経
時
的
な
関

連
の
中
で
は
じ
め

τそ
の
完
成
さ
れ
た
形
態
を
し
め
す
。
な
ぜ
な
ら
、

世
界
経
済
的
な
関
連
の
中
で
は
じ
め

τ
『
生
産
は
全
体
性
と
し
て
措

定
せ
ら
れ
、
ま
た
そ
の
契
機
の
い
ず
れ
も
が
、
同
様
に
措
定
さ
れ
て

い
る
。
だ
が
同
時
に
そ
こ
で
は
す
べ
て
の
矛
盾
が
過
程
に
登
場
す

る
じ
〔
マ
ル
グ
ス
『
経
許
学
批
判
要
嗣
』
〕
か
ら

σあ
る
。
し
た
が
っ

て
ま
た
術
却
の
決
定
的
問
面
で
あ
る
恐
慌
も
ま
に
世
界
経
済
恐
慌
と

し
て
そ
の
全
体
的
な
姿
谷
を
あ
ら
わ
す
。
」
(
井
汲
卓
一
、
向
上
、



六
己
瓦
。
)

川
町
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
昨
年
棋
の
経
済
理
論
学
会
第
三
回
大
会
に

わ
仰
け
る
わ
た
く
し
叩
主
要
討
論
の
な
か
で
、
一
応
の
見
解
を
し
め
し

て
拾
い
た
つ
も
り
で
あ
る
。

二
、
世
界
恐
慌
に
つ
い
て
の
外
国
の
諸
見
解

a 

波
及
蝉
諭
の
原
型
ヴ
ァ
ル
ガ

ヴ
ァ
ル
ガ
は
、
『
世
界
経
済
恐
慌
史
(
一
八
四
八
一
九
一
一
一
五
年
こ
に

お
け
る
理
論
的
部
分
(
第
一
部
)
の
な
か
で
、
「
『
世
罫
経
済
恐
慌
」
を
、

わ
れ
わ
れ
は
、
決
定
的
な
資
本
主
義
諸
国
を
同
時
に
捉
え
る
と
と
ろ
の
、

過
詞
生
産
恐
慌
と
解
す
」
と
、
世
界
恐
慌
に
つ
い
て
の
規
定
を
あ
た
え
て

い
る
。
そ
し
て
、
こ
り
よ
う
な
世
界
恐
慌
の
発
生
と
展
開
に
つ
い
て
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

「
資
本
主
義
の
照
史
を
研
究
す
る
な
ら
ば
、
周
期
的
な
過
剰
生
産
恐
慌

の
最
初
の
徴
候
が
す
で
に
十
八
世
紀
末
お
よ
び
十
九
世
紀
初
業
に
あ
ら
わ

れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
時
に
あ
コ
て
は
、

資
本
主
」
説
的
生
産
様
式
は
本
質
的
に
は
イ
ギ
り
只
な
い
し
は
西
欧
の
限
坪

に
阪
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
恐
慌
は
世
界
的
性
質
を
お
び
な
か
っ
た
。

た
だ
十
九
世
紀
以
降
に
な
っ
て
は
じ
め
て
『
世
界
経
済
恐
慌
』
に
つ
い
て

詰
る
己
と
が
で
き
る
の
で
あ
恥
目
」
寸
十
九
世
紀
の
中
葉
に
い
た
っ
て
、

資
本
主
義
的
発
展
は
、
イ
ギ
P
Z
に
つ
い
で
、
そ
の
他
一
連
の
諸
国
を
も

捉
え
た
。
と
り
意
味
に
お
い
て
、
一
八
五
七
年
の
恐
慌
は
、
最
初
の
国
際

世
界
恐
慌
諭
に
お
り
る
二
類
型
(
上
)

的
恐
慌
と
呼
ぶ
と
と
が
で
き
る
。
」

こ
の
ヴ
ァ
ル
ガ
の
叙
述
か
ら
み
る
か
ぎ
り
、
世
界
恐
慌
の
一
発
生
を
、
資

本
主
義
的
生
産
様
式
の
確
立
し
た
国
の
多
数
化
国
際
化
の
一
基
慌
の
う
え

に
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
@

L

と
こ
ろ
が
、
か
れ
は
、

「
最
初
の
世
界
恐
慌
」
た
る
一
入
五
七
年
恐
慌
を
発
生
せ
し
め
た
要
凶
と

し
て
、
一
九
世
紀
第
三
・
四
半
期
は
一
系
列
の
悦
争
で
満
た
さ
れ
て
い
た

こ

ι、
そ
れ
ら
の
戦
争
は
|
|
南
北
戦
争
以
外
は
|
|
い
ず
れ
も
工
業
の

哨
大
を
促
進
せ
し
め
、
多
数
の
諸
国
に
資
本
主
義
が
急
速
に
発
展
し
た
時

期
な
ら
し
め
た
こ
左
、
そ
し
て
、
「
こ
れ
を
促
進
せ
し
め
た
要
悶
」
と
し

て
「
商
業
の
白
由
、
さ
ら
に
強
化
さ
れ
士
鉄
道
建
設
、
諸
大
な
軍
事
的
注

文
」
を
羅
列
的
に
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
最
後
に
、
「
一
八
五

七
年
の
恐
慌
は
、
資
本
主
義
の
底
究
上
は
じ
め
て
、
イ
ギ
リ
兄
に
お
い
て

で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
レ
て
開
蛤
さ
れ
た
の
で
あ
る
」
主
い

う
点
に
、
そ
の
特
徴
か
み
い
だ
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
に
は
、

イ
ギ
リ
ス
以
外
の
諸
国
に
お
け
る
資
木
主
義
的
生
産
様
式
の
発
展
が
世
界

恐
慌
の
発
生
を
ひ
き
お
こ
し
た
基
絡
で
あ
る
、
と
い
う
点
の
一
般
的
指
摘

し
か
な
く
、
そ
の
よ
う
な
資
本
主
義
困
の
多
数
化
と
い
う
根
拠
に
も
と
ず

い
て
、
「
決
定
的
な
資
本
主
義
諸
国
を
同
時
に
捌
え
る
と
こ
ろ
の
過
剰
生

産
恐
慌
」
が
、
い
か
に
し
て
、
ど
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
、
生

み
だ
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
か
、
L

と
い
う
点
の
理
論
的
検
討
を
お
こ
な
お

う
と
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
恐
慌
の
歴
史
の
具
体
的
分
析
(
第
二
部
〕

一
人
ニ
五
年
恐
慌
か
ら
で
は
な
〈
、
一
八
五

に
お
い
て
も

I
1そ
れ
は
、

第
八
十
八
巻

主

九

第
二
号



世
界
活
慌
諭
に
お
け
る
二
類
型
(
上
〉

七
年
恐
慌
か
ら
は
じ
め
て
い
る
が
|
|
、
世
界
恐
慌
あ
る
い
は
世
界
循
環

の
展
開
と
い
う
総
体
の
運
動
の
検
討
な
し
に
、
主
要
資
本
主
義
国
に
お
け

る
恐
慌
の
展
開
を
個
別
的
に
検
討
す
る
、
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
い
る
。

だ
が
、
こ
の
よ
う
な
分
析
方
法
を
と
る
に
つ
い
て
は
、
グ
ァ
ル
ガ
に
は
ず

7

ル
ガ
な
り
の
担
論
的
根
拠
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

か
れ
は
、
循
蝶
性
恐
慌
の
一
国
内
部
に
お
け
る
要
因
と
世
界
的
展
開
と

の
一
関
連
性
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
「
最
主
要
資
本
主

義
諸
国
に
お
け
る
恐
慌
の
勃
発
の
モ
メ
ン
ト
に
と
っ
て
決
定
的
意
義
を
有

す
る
も
白
は
、
国
内
耐
場
の
増
大
で
あ
る
c

な
ぜ
な
ら
ぽ
、
国
内
市
場
と

そ
は
全
牛
品
物
の
圧
倒
的
部
分
を
呑
込
む
も
の
で
あ
る
か
ら
。
あ
れ
こ
れ

の
日
々
に
お
い
て
一
一
旦
の
恐
慌
が
発
生
す
る
た
め
の
園
内
的
諸
前
提
が
多
少

と
も
成
熟
し
て
い
る
場
人
円
に
は
、
他
の
国
々
に
お
け
る
恐
慌
白
発
生
は
、

ζ

の
国
々
に
恐
慌
を
勃
発
さ
せ
る
に
い
た
る
刺
激
を
与
え
る
こ
と
も
あ
り

う
る
し
、
ま
た
そ
の
発
生
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
(
こ
の
場

合
、
外
国
貿
易
以
外
に
、
大
な
る
役
割
を
は
た
す
も
の
は
信
用
自
国
際
的

絡
み
あ
い
で
あ
る
)
。
当
該
国
に
お
い
て
、
真
の
恐
慌
の
発
生
の
た
め
の
一

内
的
諸
前
提
が
存
在
し
な
い
椋
な
場
合
に
は
、
世
界
経
済
恐
慌
は
た
だ
経

済
状
態
の
悪
化
に
・
個
々
の
生
産
部
門
の
部
分
的
恐
品
川
に
・
導
〈
だ
け
で

目。

あ
っ
て
、
責
の
恐
慌
の
発
生
へ
は
導
か
な
い
り
で
あ
る
。
」

乙
の
ず
ァ
ル
ガ
の
見
解
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
「
あ
れ
こ
れ
の
国
々
に

お
い
て
哀
の
恐
慌
が
発
生
す
る
た
め
の
出
門
的
諸
条
件
が
多
少
と
も
成
熱

L
て
い
る
場
合
」
と
、
一
官
民
の
恐
慌
の
内
的
諸
前
提
が
存
在
し
な
い
様
な

部
八
十
八
巻

。

第

場
合
」
と
い
う
か
た
ち
で
、
個
々
の
園
内
に
お
け
る
恐
慌
要
因
の
成
熟
は

ば
ら
ば
ら
の
孤
立
的
た
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
、
そ
の
う
え
で
、
い
く
つ

か
の
国
々
に
恐
慌
要
悶
が
成
熟
し
て
い
る
場
合
に
は
じ
め
て
一
国
で
の
恐

慌
の
発
生
が
他
の
国
々
の
恐
怖
の
勃
発
に
「
刺
激
を
与
え
」
「
促
進
さ
せ

る
」
も
の
と
し
て
、
と
ら
え
ら
れ
て
い
辺
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
一
国

の
恐
慌
が
他
国
に
「
刺
激
」
「
促
進
」
的
作
用
を
お
よ
ぼ
す
た
め
の
条
件

と
し
て
、
「
外
国
貿
易
」
と
「
信
用
の
同
際
的
絡
み
あ
い
」
と
い
う
点
L

の
み
注
目
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ヴ
ァ
ル
ガ
の
見
解
は
、
世

界
恐
慌
論
。
一
類
型
た
る
波
及
理
論
。
端
初
的
原
型
で
あ
っ
て
、
エ
ル
ス

ナ

l
へ
と
ひ
き
つ
が
れ
て
ゆ
く
。

ω
グ
ァ
ル
ガ
『
仕
界
経
済
恐
慌
史
(
一
八
四
八
一
九
三
五
年
と

第
一
巻
、
一
九
三
七
年
、
永
仕
道
雄
部
、
脱
応
害
賠
刊
、
六
買
。

ω
五
頁
。

ω
三
一
頁
。

ω
三
四
頁
。

M
W

三
九
頁
。

伸
こ
り
よ
う
な
ヴ
ァ
ル
カ
の
見
解
に
た
い
し

τ、
す
で
に
、
井
汲
ヰ

一
氏
に
よ
る
つ
ぎ
の
上
う
な
批
判
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
「
h

グ

ァ
ル
ガ
〕
に
お
い
て
は
、
世
界
循
環
な
る
も
り
は
各
国
別
に
成
熟
し

て
い
る
存
国
そ
れ
ぞ
れ
り
循
環
。
ょ
せ
あ
つ
め
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
ゆ

え
に
あ
る
国
々
の
恐
慌
は
他
の
国
々
に
恐
慌
を
勃
発
さ
せ
る
刺
激
と

な
っ
た
り
、
促
進
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
る
に
し
て
も
、
た
だ
そ

れ
だ
け
の
ご
と
で
あ
る
。
ヴ
ァ
ル
ガ
に
よ
れ
ば
、
た
ま
た
ま
各

国
の
局
面
が
同
程
度
に
ま
で
成
熟
し
て
い
た
か
ら
、
一
国
の
悲
慌
が

他
凶
の
恐
慌
を
刺
激
し
に
り
虹
進
し
た
り
し
℃
世
界
恐
慌
に
な
る
に



す
ぎ
」
た
い
。
だ
が
問
題
は
、
何
故
に
各
国
そ
れ
ぞ
れ
に
売
良
心
不
均

等
が
あ
り
な
が
ら
は
師
同
一
の
時
点
に
お
い
て
恐
慌
の
条
件
が
成
熟

す
る
の
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
」
(
井
汲
卓
一
「
五

b
年

主

八

年

恐

慌
」
『
貿
易
研
究
』
第
三
号
、
一
九
五
九
年
七
月
、
五
六
頁
J

的
ヴ
ァ
ル
ガ
は
、
そ
の
最
新
の
論
文
「
マ
ル
ク
ス
主
義
恐
慌
摘
と
景

気
研
究
」
(
「
経
済
評
論
』
一
九
六
一
牛
七
月
号
、
長
谷
川
要
訊
)
に

お
い
て
、
「
マ
ル
タ
ス
主
義
者
に
よ
ゐ
景
気
砕
先
(
再
生
産
の
循
環

的
な
変
動
。
研
究
〕
白
基
本
的
課
題
は
、
つ
ぎ
の
点
に
あ
る
の
そ
の

期
に
資
本
主
義
経
荷
は
、
全
体
と
し
て
循
環
の

r
の
局
面
に
あ
る
か

セ
ま
ず
決
定
す
る

a

つ
ぎ
に
、
一
部
の
国
が
全
体
と
ち
が
っ
た
循
環

の
他
の
町
田
に
な
ぜ
お
か
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
る
こ

と
で
あ
る
」
(
一
口
五
一
円
六
頁
)
と
し
て
、
「
現
在
三
九
六

一
年
三
月
い
世
界
資
本
主
義
経
済
は
全
体
と
し
て
高
揚
局
而
か
ら
恐

慌
局
両
へ
と
隆
行
し
て
い
る
」
と
い
う
規
定
に
も
と
ず
き
、
「
ご
く

近
い
将
来
に
、
世
界
的
な
恐
慌
が
お
こ
る
。
こ
の
あ
し
乙
の
循
環
は
周

期
性
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、

L
か
も
、
循
環
期
間
前
次
第
に
短
縮
さ

れ
て
い
く
」
(
一
一
五

l
一
一
六
頁
〉
左
の
予
測
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

だ
が
、
そ
の
予
測
の
背
景
ー
と
し
て
の
戦
後
に
お
け
る
循
環
性
恐
慌

と
そ
の
世
界
的
展
聞
に
つ
い
て
は
、
「
戦
後
、
一
九
五
じ
年
ま
で
O

問
、
世
界
的
た
過
剰
生
産
恐
慌
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
一
九
4
八
年

恐
慌
も
資
本
主
義
世
界
の
す
べ
て
の
固
に
は
波
及
し
な
か
っ
た
」

(
一
一
三
百
)
と
し
な
が
ら
も
、
「
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
カ
ナ

ダ
の
再
生
産
過
程
は
、
他
の
国
之
は
ま
っ
た
く
ち
が
っ
た
情
景
を
呈

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
固
に
つ
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
一
九

世
界
恐
慌
諭
に
お
け
る
こ
類
型
(
上
)

四
八
年
、
一
九
五
三
年
、
一
九
五
八
年
の
そ
れ
ぞ
れ
の
年
に
過
剰
生

産
恐
慌
を
み
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
九
六

O
年
か
ら
新
し
い
恐
慌
が

は
じ
ま
っ
た
」
之
し

τ
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
「
戦
後
の
ア

メ
リ
カ
の
諸
恐
慌
の
う
ち
、
い
く
つ
か
は
、
真
正
む
過
剰
生
産
恐
慌

で
は
な
い
。
部
分
的
な
恐
慌
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

の
よ
う
な
決
定
を
く
だ
す
に
は
、
ま
だ
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
米
僻

決
で
あ
る
」
(
同
頁
)
と
い
う
。

も
ち
ろ
ん
、
大
戦
に
よ
る
単
一
の
世
界
経
済
体
制
心
分
裂
と
そ
れ

に
も
と
ず
く
世
界
循
環
の
分
裂
が
、
戦
後
の
状
況
り
な
か
引
い

E
の
よ

う
な
市
で
回
復
さ
れ
つ
つ
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
分
析
を
必

要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か

t
、
こ
の
グ
ァ
ル
ガ
論
文
に
お
け
る
世
界

恐
慌
と
各
国
恐
慌
と
り
関
連
性
の
咽
握
の
仕
方
に
は
、
木
町
で
指
摘

し
た
各
国
に
お
け
る
孤
立
的
な
恐
慌
要
因
の
た
ん
な
る
合
成
物
と
し

て
壮
罫
恐
慌
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
欠
陥
が
ま
だ
尾
を
ひ
い
て
い
る
。

h 

波
及
理
論
の
展
開

L

ル
ス
ナ

1
1

ヴ
ァ
ル
ガ
に
み
ら
れ
る
波
及
に
基
軸
を
お
い
た
世
界
恐
慌
諭
は
、
エ
ル

ス
ナ

l
に
お
い
て
、
よ
り
整
備
き
れ
た
か
た
ち
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

エ
ル
ス
ナ
ー
は
、
世
界
市
場
と
恐
慌
と
の
関
係
を
、
「
恐
慌
に
及
ぼ
す

外
閏
市
場
の
影
響
」
、
と
い
う
視
点
か
ら
り
み
み
て
ゆ
こ
う
と
す
る

Q

か
れ

は
、
ま
ず
「
世
界
貨
幣
主
し
て
の
貨
幣
の
役
割
」
を

ιり
あ
げ
て
、
そ
れ

が
「
い
っ
そ
う
進
ん
だ
恐
慌
要
因
を
つ
く
り
だ
す
」
と
指
摘
し
、
つ
い
で
、

「
世
界
市
場
に
お
け
る
個
々
の
国
民
経
済
の
か
ら
み
あ
い
は
恐
慌
を
通
じ

第
八
十
八
薪

第
二
号

ノ、



世
界
恐
慌
論
に
お
け
る
一
一
類
型
(
上
)

錦
八
十
八
巻

四

第

号

て
促
進
さ
れ
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
ま
た
、
恐
慌
を
促
進
す
る
」
と
し
て
、

「
新
巾
場
の
開
拓
と
経
済
恐
慌
と
の
密
接
な
関
連
」
を
指
摘
す
る
。
し
か

し
、
そ
れ
は
た
ん
に
外
国
貿
易
の
発
肢
が
ま
す
ま
す
広
範
囲
の
世
界
市
場

を
創
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
恐
慌
の
範
凶
を
拡
大
し
、
ま
た
、
こ
れ
ら
町

新
市
場
そ
れ
自
身
が
新
し
い
恐
慌
の
出
発
点
と
も
な
る
、
と
い
う
じ
と
の

一
般
的
指
摘
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
世
界
市
場
主
世
界
恐
慌
之

の
関
連
に
つ
い
て
は
、
た
ん
に
交
通
手
段
の
発
肢
と
い
う
契
機
を
L

と
り
あ

げ
て
、
「
J

免
通
手
段
の
発
展
は
、
主
り
わ
け
単
一
の
世
界
市
場
の
形
成
を

促
進
し
、
そ
れ
に
よ
っ
工
恐
慌
の
世
界
経
済
恐
慌
へ
の
転
化
を
促
進
し
た

の
で
あ
る
」
と
い
う
み
じ
か
い
叙
述
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
理
論
的
基
慌
の
う
ズ
に
た
っ
て
、
か
れ
は
、
最
初
の
世
界

恐
慌
土
る
一
八
五
七
年
恐
慌
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
一
八
五
七
年
の
恐
慌
は
、
〉
」
ふ
り
わ
け
‘
そ
れ
が
ど
の
以
前
の
恐
慌
に

も
ま
き
っ
て
す
ぐ
れ
て
同
際
的
な
性
格
を
お
び
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
先
行
の
諸
恐
慌
と
異
な
っ
て
い
る
。
資
本
主
義
的
生
政
万
法
は
ヨ
l

戸
ヅ
バ
と
北
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
市
民
権
を
獲
得
し
、
あ
ら
ゆ
る
発
達
し

た
商
巻
制
民
は
循
環
的
発
展
に
支
配
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
恐
慌
か
ア
メ

り
カ
に
勃
発
し
、
イ
ギ
リ
ス
に
燃
え
う
つ
り
、
ハ
ン
プ
ル
グ
を
経
亡
ド
イ

ツ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
波
及
し
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
、

ロ
シ
ア
、
イ
タ
り
ア
、

λ

イ
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
要
す
る
に
全

演
本
主
義
世
界
に
拡
大
し
た
。
そ
れ
は
一
つ
の
世
界
経
済
恐
慌
で
あ
っ

士。」

こ
の
」
う
に
、
ユ
ル
ス
ナ
l
は
、
一
八
五
七
年
恐
慌
の
世
界
恐
慌
正
し

て
の
劃
期
的
意
義
を
み
と
め
て
は
い
る
。
だ
が
、
問
題
は
、
循
環
刊
恐
慌

が
世
界
恐
慌
と
し
て
発
現
す
る
に
い
た
っ
た
根
拠
と
条
件
、
す
な
わ
ち
、

そ
の
経
済
的
文
礎
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
か
れ
は
、

そ
れ
に
つ
い
て
は
、
一
八
四
七
年
恐
慌
以
後
に
お
け
る
新
市
場
白
開
拓
、

産
業
の
荷
揚
、
外
国
貿
易
の
発
展
、
信
川
主
投
機
の
膨
張
な
ど
に
つ
い
て

詰
る
だ
け
で
、
モ
れ
ら
の
阿
的
迫
間
性
L
」
窓
義
に
つ
い
て
は
分
析
を
お
こ

な
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
は
た
し
て
、
こ
の
よ
う
な
外
国
市
場
の
拡
大
と
い
う
点
に
、

世
界
恐
慌
発
生
の
根
拠
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
た
し
か
に
、
「
世
界
貨
幣

と
し
て
の
貨
幣
の
機
能
が
礁
定
L
、
【
外
国
賞
品
」
と
「
同
際
信
用
」

の
発
展
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
「
単
の
世
界
市
場
」

の
形
成
主
拡
大
は
促
進
さ
れ
、
個
々
自
国
の
経
済
状
態
の
変
化
は
た
だ
ち

に
他
の
国
々
へ
も
波
及
し
て
ゆ
く
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
「
交
通
手
段

の
発
展
」
と
そ
れ
に
も
と
ず
く
「
外
国
市
場
の
拡
大
」
は
、
そ
の
ば
あ
い

り
波
及
組
問
を
拡
大
し
、
波
及
速
度
を
は
や
め
る
も
の
と
し
て
刊
川
す
る

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
日
罫
恐
慌
な
る
も
の
が
た
だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と
し

か
意
味
し
な
い
も
の
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
イ
ギ
リ
ス
以
外
の
い
く
つ
か
の

国
に
お
い
て
「
資
本
主
義
的
生
産
方
法
〔
が
い
市
民
権
を
獲
得
」
す

る
支
で
待
つ
必
要
は
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
に
資
木
主
義
的
生
産
様
式
が
確
立

し
、
全
般
的
過
剰
生
産
恐
慌
が
爆
一
発
す
る
よ
う
に
な
る
や
否
や
、
イ
ギ
リ

ス
と
直
接
間
接
に
貿
易
し
あ
る
い
は
間
際
的
信
用
関
係
を
と
り
結
ん
で



い
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
恐
慌
は
国
際
的
に
波
及
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ

し
て
、
イ
ギ
リ
ス
恐
悔
か
周
期
性
を
も
つ
か
ぎ
て
そ
の
外
国
市
場
へ
の

波
及
も
ま
た
周
期
性
を
も
つ
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
世
界
恐
慌
の

峡
閥
の
持
蜘
を
国
際
的
「
波
及
」
と
い
う
点
に
お
い
て
み
る
な
ら
ば
、
一

人
五
七
年
恐
慌
の
「
史
上
最
初
の
廿
界
恐
慌
」

ιし
て
の
意
義
は
、
そ
れ

以
前
の
恐
慌
の
国
際
的
性
船
と
質
的
な
相
違
を
も
た
な
く
な
り
、
た
ん
に

量
的
な
差
岡
山
と
し
て
し
か
、
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

世
界
恐
慌
一
か
世
界
恐
慌
た
り
え
た
経
済
的
基
礎
は
、
た
ん
な
る
世
界
市

場
の
碓
斗
肱
大
と
貿
易
信
川
な
》
の
足
農
に
よ
る
諸
国
聞
の
緊
密
さ
の

強
化
の
み
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
世
界
恐
慌
発
生
の
た

め
に
は
不
可
欠
な
一
必
要
条
件
」
で
あ
り
前
提
的
基
盤
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ

け
で
「
十
分
条
件
」
を
構
成
す
る
も
の
で
は
な
い
。
世
界
恐
慌
の
必
然
性
、

す
な
わ
ち
、
そ
の
発
現
の
た
め
の
「
必
要
か
つ
十
分
な
る
条
件
」
を
把
握
す

る
た
め
に
は
、
い
く
つ
か
の
諸
国
に
お
け
る
資
本
主
義
的
手
虚
様
式
の
確

立
の
志
義
、
い
い
か
え
る
と
、
そ
れ
が
世
界
市
場
の
内
容
に
あ
た
え
る
質

的
変
化
を
考
察
す
る
こ
之
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
、
恐
慌
の

世
界
的
同
時
性
・
世
界
循
環
の
形
成
と
い
う
循
環
運
動
の
あ
ら
た
な
展
開

形
態
生
分
析
し
、
資
本
一
般
の
恐
慌
の
理
高
か
ら
世
界
恐
慌
の
理
論
へ
と

上
向
・
具
体
化
し
て
ゆ
く
な
か
で
は
じ
め
て
提
起
さ
れ
る
問
題
を
あ
き
ら

か
に
す
る
た
め
の
カ
ギ
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
恥
。

ω
H
J邑
C
o
-
E
o
p
E
:
3
E岳
民
Z
E
m
o
p
回
Z
O
H
E
E
-

U
E
同
】
己
目
ロ

MRMAq司
目
。
ロ
O]uo-ztmoyo口
同

mwHVM仲

mpHGEE-

世
界
話
慌
論
に
お
け
る
二
類
型
(
上

J

ロ
円
。
宮
司
⑦

H
E叫
』
出
向

r
p
巴印
F

凶
中
ロ
エ
ル
ス
ナ
1

『
経
済
恐

慌
そ
の
盟
諭
ル
一
廉
史
』
千
葉
秀
雄
訳
、
大
月
」
苦
情
、
一

C
九
頁
。

ω
何
ヴ

g
c
p
ω
印
曲
目
U
A
H

一一

O

一一一一一瓦。

ω
巴
-umロ
骨
u

叩
同
日
由
二
七
四
頁
。

ω
エ
ル
ス
ナ
ー
は
、
一
八
五
七
年
以
前
の
諸
恐
慌
に
つ
い
て
も
、
っ

ぎ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

一
八
二
五
年
恐
慌
f
i
l
「
一
八
二
五
年
の
恐
慌
は
イ
ギ
リ
ス
だ
け

に
か
ぎ
ら
れ
ず
、
当
時
の
人
芦
資
本
主
義
世
界
に
お
よ
ん
だ
。
北
?
イ

ツ
と
オ
ラ
ン
ダ
で
は
同
じ
よ
う
に
多
数
の
刊
社
が
破
産
し
た
、
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
一
λ
二
五
年
一
二
月
に
は
割
引
率
が
一

O
%に
土

井
し
た
。
綿
花
投
機
に
は
げ
し
く
ま
き
こ
ま
れ
て
い
た
ア
メ
り
カ
合

衆
国
も
大
き
な
経
済
的
訪
凶
離
を
経
験
し
た
。
」

3

8
∞
二
五

O

頁
。
)一

八
三
七
年
恐
慌
|
|
「
こ
の
恐
慌
の
国
際
的
影
特
〔
は
〕
こ

の
ま
え
の
恐
慌
の
そ
れ
ほ
ど
山
範
で
は
仕
か
っ
た
。
そ
れ
は
主
と
し

て
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
〉
」
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
た
。
」
ハ
印
巳
日

二
五
五

E
J

一
人
四
七
年
恐
慌
1
1
1
「
イ
ギ
リ
ス
は
一
八
四
八
年
の
恐
慌
の
震

源
地
で
あ
一
リ
た
が
、
こ
白
恐
慌
は
国
際
的
性
的
刊
を
お
び
て
い
た
。
ョ

l
ロ
y

川
の
あ
ら
ゆ
る
大
商
業
地
は
恐
慌
に
ひ
き
い
れ
ら
れ
た
。
パ

リ
L

乙
ア
ム
λ

テ
ル
ダ
ム
、
プ
レ
メ
ン
と
ハ
ン
プ
ル
グ
、
フ
ラ
ソ
グ

フ
ル
ト
と
ベ
テ
ル
プ
ル
グ
、
オ
フ
z

ン
バ
ァ
ハ
と
カ
ー
ル
プ
F

ル
I
ェ、

マ
ン
ρ

イ
ム
と
ラ
イ
ン
何
下
流
地
方
と
は
、
広
般
な
破
産
の
韓
併
台
と

な
っ
た
。
」
(
出

M
M
∞
一
七
)
一
頁
。
)

第
八
十
八
巻

五

第

号

ノ、



世
界
再
慌
諭
に
お
け
る
三
類
型

(t)

ω
エ
ル
ス
ナ
ー
が
.
「
経
済
恐
慌
ー
そ
の
哩
諭
正
歴
史
」
に
お
い

て
M

開
閉
し
た
恐
慌
史
分
析
で
の
問
題
意
識
の
一
つ
は
、
産
業
資
本
主

義
確
立
以
前
の
恐
慌
と
以
後
の
恐
慌
と
の
性
格
の
相
注
を
あ
き
ら
か

に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
循
環
性
白
全
般
的
過
剰
生
時
恐
慌
の
資
本

主
義
的
性
格
を
暴
露
し
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
恐
慌
論
の
弁
護
論
的
説
明

白
誤
ま
り
が
さ
し
し
め
す
こ
と
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

か
れ
は
、
産
業
資
本
確
立
以
前
の
恐
慌
に
つ
い
て
か
な
り
詳
細
な
分

析
を
お
こ
な
っ
て
い
る
し
、
ま
た
、
そ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
は
、
グ

ア
ル
ガ
の
恐
慌
史
分
析
の
不
十
分
さ
と
欠
陥
と
を
補
足
・
発
民
せ
し

め
、
い
く
つ
か
の
ユ
エ

1
ク
な
分
析
と
見
解
と
を
し
め
し
て
い
る
。

だ
が
、
そ
白
点
に
亙
点
を
お
き
す
ぎ
た
た
め
、
一
八
五
七
年
に
お
け

る
世
界
恐
慌
確
立
の
根
拠
主
意
義
に
つ
い
て
は
、
き
わ
め
て
不
十
分

な
形
で
し
か
把
握
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
主
お
も
わ
れ
る
。

C 

同
時
成
熟
諭
(

I

)

メ

γ
デ
リ
ソ
ン

i

ヴ
ァ
ル
カ
や
エ
ル
ス
ナ
!
と
ち
が
っ
て
、
メ
ン
デ
リ
ソ
シ
は
、
循
環
性

恐
慌
白
世
界
的
展
開
を
、
た
ん
な
る
一
国
の
恐
慌
の
他
の
国
々
へ
の
波
及

色
い
う
形
で
は
な
く
、
個
々
の
国
々
の
内
部
に
お
け
る
恐
慌
要
因
の
成
熟

が
世
界
的
規
模
に
お
い
て
同
時
的
に
展
開
す
る
も
の
と
し
て
、
い
い
か
え

る
と
、
世
界
経
済
循
環
の
一
局
面
と
し
て
、
把
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
か

れ
は
、
「
恐
慌
の
理
論
と
歴
史
』
の
理
論
的
部
分
(
第
一
部
)
の
な
か
に
、

わ
ざ
わ
ざ
世
界
恐
慌
が
発
生
し
世
界
経
済
循
環
が
形
成
き
れ
る
経
済
的

諸
条
件
と
廃
史
過
程
」
な
る
章
を
も
う
け
、
世
界
恐
慌
に
つ
い
て
の
詳
細

第
八
十
八
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な
理
論
的
検
討
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

メ
ン
デ
リ
ソ
ン
は
、
そ
こ
で
ま
ず
、
「
資
本
主
義
が
一
定
白
猶
展
段
階

に
た
つ
す
る
と
、
恐
慌
は
世
界
的
性
絡
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
再
生
産
過

程
の
世
界
的
循
環
性
が
で
き
あ
が
る
。
世
界
経
済
循
棋
が
発
生
す
る
た
め

白
諸
条
件
の
形
成
は
徐
々
に
お
こ
な
わ
れ
て
、
つ
ぎ
の
諸
点
に
あ
ら
わ
れ

る
」
主
し
て
、
三
点
を
あ
げ
て
い
る
ロ

「
一
、
資
本
主
義
的
諸
関
係
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
新
し
い
国
々
で
発
展
す
る

に
つ
れ
て
、
恐
慌
法
則
の
作
用
が
そ
れ
ら
の
国
々
に
し
だ
い
に
ひ
ろ
ま
っ

τい
く
。

一
、
商
業
や
信
用
そ
の
ほ
か
の
国
際
的
な
経
済
関
係
の
発
展
、
国
際
酌

介
業
の
発
達
、
そ
の
他
す
べ
て
の
諸
過
程
は
、
世
界
一
円
場
が
発
展
L
、
資

本
主
義
的
世
界
経
済
制
度
が
し
だ
い
に
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
闘
の
再
生
産
過
程
の
変
動
に
お
け
る
相
互
連
関
の
拡

大
左
強
化
を
助
長
す
る
。
こ
れ
を
も
と
に
し
で
、
そ
れ
ぞ
れ
ち
が
っ
た
国

々
に
お
け
る
恐
慌
発
生
の
時
期
の
統
一
が
確
立
き
れ
る
。
い
う
ま
で
も
な

く
、
こ
の
統
一
は
相
対
的
な
も
り
で
あ
る
。

コ
一
、
恐
時
か
時
期
的
に
一
致
す
る
こ
と
が
も
と
に
な
っ
て
、
こ
と
な
っ

た
国
々
に
お
け
る
循
環
局
面
の
交
替
の
全
過
程
の
国
際
的
な
統
一
が
で
き

あ
が
る
。
こ
と
な
っ
た
国
々
に
お
け
る
循
環
局
面
の
交
替
の
相
克
通

関
は
非
常
に
緊
密
に
な
る
の
で
、
個
々
白
国
に
お
け
る
循
環
は
単
一
白
世

界
経
済
循
環
の
構
成
部
分
に
転
化
す
る
。
個
々
。
国
に
お
け
る
循
環
の
経

過
の
相
違
は
、
世
界
循
環
の
展
開
の
不
均
等
性
の
形
態
に
な
る
。
」



こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
位
界
経
済
循
環
の
発
生
の
た
め
の
諸
条
件
と
内

容
に
つ
い
て
整
理
し
た
り
も
、
メ
ン
デ
リ
ソ
ン
は
、
「
こ
の
問
題
の
主
な

理
論
的
困
難
」
と
し
て
、
つ
ぎ
の
二
点
を
あ
げ
て
い
る
。
第
一
は
、
資
本

主
義
問
過
刺
生
産
恐
慌
が
不
可
避
L
K

な
る
発
展
段
階
に
迄
ま
だ
た
つ
し
て

い
な
い
国
々
へ
の
「
恐
慌
法
則
の
波
及
」
に
つ
い
て
、
「
ど
う
し
て
そ
う

い
う
こ
と
に
な
る
の
か
」
「
そ
の
よ
う
な
同
々
に
お
け
る
恐
慌
の
発
現
の

主
要
な
相
殊
性
は
ど
う
い
う
こ
と
か
?
」
と
い
う
点
。
第
二
は
、
「
国
際

的
規
模
で
の
社
会
的
資
本
の
再
生
雄
過
程
の
統
一
が
で
き
あ
が
り
世
界
経

済
恐
慌
を
出
発
お
よ
び
完
了
。
契
機
、
と
す
る
単
一
の
世
界
経
済
循
環
が
っ

く
り
だ
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
土
台
と
な
る
具
体
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
、

z
 

経
済
詣
過
杭
は
ど
う
い
う
も
り
か
、

ιい
う
問
題
」
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
か
れ
は
、
恐
慌
の
「
波
A
」
の
問
題
と
、
「
国
際
的
規

模
で
の
社
会
的
皆
本
の
再
生
産
過
程
の
統
一
」
す
な
わ
ち
「
単
一
四
世
界

経
済
循
環
」
の
問
題
と
を
、
あ
い
関
連
さ
せ
つ
つ
も
、
一
応
別
個
の
も
の

と
し
て
区
別
し
て
〉
」
り
あ
つ
か
っ
て
い
る
@
こ
こ
に
、
メ
Y
デ
リ
ソ
ン
の

世
界
恐
慌
諭
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。

世
間
慌
の
波
及

メ
ン
デ
リ
ソ
Y
は
、
た
と
え
あ
る
国
々
が
ま
だ
過
剰
生
産
恐
慌
を
目
立

的
に
発
生
す
る
に
い
た
る
だ
け
の
資
本
主
義
的
発
展
段
階
に
ま
で
到
達
し

て
い
な
い
場
合
で
も
、
「
そ
れ
ら
の
国
々
の
内
部
に
お
い
て
も
ブ
ル
ジ
ョ

ア
的
諸
関
係
が
一
定
の
段
階
に
発
展
し
て
い
、
、
と
く
に
そ
れ
ら
り
国

世
界
恐
慌
諭
に
お
け
る
三
類
型
(
上
)

の
外
国
貿
易
が
あ
る
程
度
発
展
し
て
川
」
さ
去
す
れ
ば
、
先
進
国
の
全
般

的
過
剰
生
産
恐
慌
は
そ
れ
ら
の
国
々
へ
波
及
し
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る
、
と

指
摘
す
る
u

そ
う
な
る
と
、
「
こ
白
段
階
に
お
け
る
恐
慌
〔
も
〕
た

ん
に
国
際
的
意
義
を
も
っ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
同
際
的
な
作
用
純
闘
を

も
っ
て
い
た
」
の
は
当
然
で
あ
る
白
す
な
わ
ち
、
世
界
最
初
の
資
木
主
義

国
十
る
イ
ギ
り
ス
の
機
械
制
工
業
は
、
た
ん
に
世
界
市
場
と
結
び
つ
い
て

い
士
だ
け
で
な
く
、
「
世
界
の
工
場
」
と
し
て
世
界
市
場
の
な
か
で
主
導

的
地
位
を
し
め
て
い
た
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
に
発
生
し
た
過
剰
生
産
恐
慌
は
、

「
導
体
官
」
主
し
て
の
「
外
国
貿
品
」
が
存
在
し
さ
え
す
れ
ば
、
た
だ
ち
に

そ
れ
ら
の
国
々
へ
と
過
剰
商
品
を
充
満
せ
し
め
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の

国
々
の
内
部
に
一
定
の
プ
ル
ジ
ョ

y
的
商
関
係
の
発
展
ー
ー
か
な
ら
ず
し

も
資
本
主
義
的
機
械
制
工
業
の
発
展
に
か
ぎ
ら
な
い
ー
ー
が
存
在
す
れ
ば
、

そ
れ
ら
り
国
々
の
経
済
状
態
に
変
化
を
ひ
き
お
こ

L
、
恐
慌
現
象
を
「
波

及
」
せ
し
め
る
こ
と
は
不
可
避
と
な
る
。

だ
が
し
か
し
、
こ
り
よ
う
な
形
で
の
恐
慌
の
国
際
的
展
開
は
、
本
来
的

な
世
界
恐
慌
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
先
進
国
の
過
剰
生

産
の
「
結
米
と
し
て
」
「
反
映
と
し
て
の
み
」
展
開
さ
れ
た
恐
慌
で
あ
り
、

本
質
的
に
は
先
進
国
の
恐
慌
の
「
あ
ら
わ
れ
の
一
形
態
」
で
あ
る
に
す
ぎ

な
い
。
メ
ン
デ
リ
ソ
ソ
は
、
一
八
二
五
年
恐
慌
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う

に
言
っ
て
い
る
。
「
た
し
か
に
、
一
八
二
五
年
の
恐
慌
で
さ
え
、
そ
れ
が

一
連
の
固
々
の
経
済
に
反
映
し
た
か
ぎ
り
、
国
際
的
な
作
用
範
回
を
も
っ

て
い
た
。
だ
が
、
本
質
的
に
は
、
そ
れ
は
や
は
り
イ
ギ
リ
ス
恐
慌
で
あ
っ

第
八
十
八
巷
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世
界
恐
慌
諭
に
お
け
る
こ
組
型
(
上
)

士
。
と
い
う
の
は
、
他
の
国
々
に
お
日
る
恐
慌
現
象
の
決
定
的
基
礎
と
な

の
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
過
剰
生
産
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
」

こ
の
よ
う
な
状
視
は
、
歴
史
的
に
は
、
一
八
世
紀
末
か
ら
九
世
紀
の

三
0
年
代
こ
ろ
ま
で
続
い
た
。
し
か
し
、
「
一
八
三
七
年
に
も
、
一
八
一
一

主
年
主
お
な
じ
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
は
、
過
剰
牛
産
が
実
際
に
全
般
的
な

性
格
を
お
び
た
た
だ
一
つ
の
国
で
あ
っ
た
。
」
イ
ギ
リ
ス
以
外
の
同
に
お

い
て
も
資
木
主
義
の
発
展
は
み
ら
れ
た
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
ま
だ
部
分

的
過
剰
生
産
恐
慌
を
お
こ
す
に
た
る
程
度
の
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
唱
と

こ
ろ
が
、
一
八
四
七
年
に
お
い
て
は
、
情
勢
は
か
わ
っ
て
き
た
。

ζ

の
こ

ろ
に
は
、
す
で
に
ア
メ
り
カ
色
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
資
本
主
義
前
機
械
制
工

業
は
、
全
般
的
返
痢
生
産
恐
慌
を
不
可
避
な
ら
L
め
る
に
た
る
だ
け
の
発

展
段
階
に
ま
で
到
達
し
て
い
た
。
「
し
か
し
、
一
八
四
七
年
恐
慌
と
そ
れ

以
前
円
一
恐
慌
と
の
こ
の
重
要
な
相
違
は
特
殊
的
な
具
体
的
、
歴
史
的
諸
条

件
に
よ
っ
て
、
や
や
あ
い
ま
い
に
な
」
り
、
「
隠
蔽
」
さ
れ
「
弱
め
ら
れ
」

士
形
で
し
か
経
過
し
え
な
か
っ
た
。

か
く
て
、
世
界
恐
慌
の
視
角
か
ら
み
る
と
、
い
わ
ば

M
H

過
渡
的
恐
慌
H

と
も
い
う
べ
き
一
八
三
七
年
熟
慌
と
一
八
四
七
年
恐
慌
と
を
経
て
、
一
八

主
七
年
に
、
「
最
初
の
世
界
品
川
悦
」
が
爆
発
す
る
に
い
た
る
。

世
界
経
済
侃
環
の
一
周
由
と
L
て
の
世
界
恐
慌

一
八
五
七
年
恐
慌
に
つ
い
て
、
メ
ン
デ
リ
ソ
ン
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
部

ヘ
て
い
る
。
「
一
八
五
七
年
の
恐
慌
は
真
に
世
界
的
規
模
で
の
最
初
の
烈

第
八
十
八
巻
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慌
で
あ
っ
た
。
「
独
立
し
た
」
全
般
的
過
剰
生
産
恐
慌
の
た
め
の
基
盤
は
、

そ
の
こ
ろ
ま
で
に
、
イ
ギ
リ
ス
だ
け
で
な
〈
、
ア
メ
リ
刀
、
フ
ラ
ン
ス
、

ド
イ
ツ
を
も
ふ
〈
め
た
、
す
べ
て
の
発
展
し
た
資
本
主
義
諸
国
に
お
い
て

成
熟
し
て
い
た
。
他
の
一
連
の
国
々
で
も
工
業
の
発
展
が
非
常
に
す
す
ん

で
、
一
八
五
七
年
の
恐
慌
現
象
は
、
|
|
こ
れ
ら
の
国
は
独
立
し
た
全
般

的
過
剰
生
産
恐
慌
が
お
こ
る
ほ
ど
完
全
に
は
ま
だ
成
熟
し
て
い
な
か
っ
た

に
せ
よ
、
|
|
こ
れ
ら
の
国
に
お
い
て
も
も
は
や
世
界
恐
慌
の
た
ん
な
る

反
映
で
は
な
く
、
内
的
基
礎
を
も
っ
て
い
だ
」
。

こ
り
よ
う
に
、
ユ
ヂ
リ
ソ
ン
は
、
「
真
白
意
同
で
り
世
界
恐
慌
」
の
発

生
の
た
め
の
基
木
的
根
拠
を
、
イ
ギ
リ
ス
以
外
の
い
く
つ
か
の
諸
国
に
お

け
る
資
本
主
義
の
一
定
限
度
以
上
の
発
展
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
の
国
々

に
お
け
る
白
立
的
な
全
般
的
過
剰
生
産
恐
慌
の
発
生
の
た
め
の
基
盤
の
形

成
、
と
い
う
点
に
も
と
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
決
定
的
忙
重
要
で
あ
る
。

だ
が
、
そ
の
」
う
な
基
本
的
根
拠
の
指
摘
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
本
来
的

な
世
界
恐
慌
の
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
も
形
態
的
特
質
を
も
説
明
し
え
た
も

の
と
は
い
い
え
な
い
。
い
く
つ
か
の
国
々
の
内
部
に
お
け
る
そ
の
よ
う
な

基
本
的
根
拠
の
確
立
も
、
も
し
お
の
お
の
が
孤
立
・
閉
鎖
し
た
か
た
ち
で

し
か
存
在
し
な
い
な
ら
ば
、
世
界
恐
慌
は
あ
り
え
な
い
で
あ
右
う
。
そ
じ

で
、
個
々
の
閑
々
の
経
済
諸
過
程
の
あ
い
だ
の
相
刀
作
川
を
ひ
き
お
ζ

す

》
」
こ
与
の
統
一
的
な
場
、
す
な
わ
ち
、
世
界
市
場
の
考
察
が
不
可
欠
で
あ

る
。
そ
し
て
、
根
拠
と
し
て
の
経
済
酌
基
礎
の
変
化
が
、
統
一
的
な
場
で

の
相
互
作
用
の
性
格
に
一
定
の
変
化
を
ひ
き
お
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
経



開
諸
過
程
ほ
ど
の
よ
う
な
運
動
形
態
を
、
と
る
よ
う
に
な
る
か
、
こ
れ
ら
の

こ
と
を
明
ら
か
に
し
な
阿
れ
ば
な
ら
な
い
。

メ
ン
デ
り
ソ
ン
は
、
「
一
八
五
七
年
恐
慌
の
世
界
的
性
格
」
に
つ
い
て
、

つ
ぎ
の
三
点
に
総
括
し
亡
い
る
。

「

ω
一
八
二
五
年
の
と
き
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
だ
け
で
な
く
、
ア
メ
リ

カ
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
λ

、
お
よ
び
そ
の
他
多
〈
の
国
々
で
、
資
本
主
義

的
苦
積
の
諸
矛
盾
の
生
み
だ
す
循
環
性
の
全
般
的
過
剰
生
産
恐
慌
が
不
可

避
同
に
発
生
し
反
問
慢
す
る
よ
う
な
資
本
主
義
的
発
良
段
階
が
達
成
さ
れ
た
。

M
W

世
界
市
場
町
発
展
が
一
角
度
の
段
階
に
達
し
、
経
済
的
に
お
く
れ
た

聞
を
も
ふ
く
め
て
そ
れ
ぞ
れ
の
園
h4世
界
的
な
資
本
主
義
的
問
品
取
引
き

に
ひ
き
い
れ
た
。

付
そ
れ
ぞ
れ
の
同
白
再
生
産
過
程
白
相
互
連
関
が
非
常
に
つ
よ
ま
っ

て
、
そ
れ
ら
の
国
の
再
生
産
過
程
円
循
環
的
変
動
が
単
一
の
世
界
的
産
業

循
環
に
合
体
し
柏
戸
」

こ
の
三
点
は
、
木
節
の
は
じ
め
に
メ
ン
デ
り
ソ
Y
か
ら
引
用
し
た
「
世

界
経
済
循
環
が
再
生
す
る
た
め
の
諸
条
件
」
に
白
べ
ら
れ
た
三
点
と
仕
ぼ

照
応
し
て
い
る
。
と
こ
に
、
世
界
恐
慌
充
生
の
た
め
の
根
拠
と
形
態
に
つ

い
て
の
理
論
的
把
握
の
た
め
の
手
が
か
り
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、

そ
れ
ら
諸
点
の
あ
い
だ
の
関
連
性

r
つ
い
て
は
、
メ
ソ
デ
リ
ソ
γ
自
身
に

あ
い
ま
い
で
不
明
確
な
点
が
あ
る
よ
う
な
り
で
、
か
れ
の
叙
述
中
指
摘
を

再
整
理
し
な
が
ら
展
開
し
て
み
る
之
、
つ
ぎ
の
ご
》
」
く
で
あ
る
。

か
れ
は
、
ま
ず
第
一
に
、
一
定
発
展
段
階
に
ま
で
た
つ
し
た
資
本
主
義

世
界
恐
慌
諭
に
お
け
る
二
類
型
(
上
)

国
の
多
数
化
、
と
い
う
世
界
恐
慌
発
生
の
た
め
の
基
本
的
根
拠
令
指
摘
し
、

つ
い
で
、
上
記
の
第
二
点
に
お
い
て
、
個
々
の
国
々
の
経
済
諸
渦
程
の
あ

い
だ
に
相
互
作
用
を
ひ
き
お
こ
す
と
こ
ろ
の
統
一
的
な
場
と
し
て
の
世
界

市
場
町
問
題
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
か
れ
は
、
か
か
る
世
界
恐
慌
と
世
界

市
場
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
も
の
ベ
て
い
る
。

「
世
界
恐
慌
り
発
生
は
、
世
界
市
場
お
よ
び
世
界
経
済
の
形
成
と
不
叫

分
に
む
す
び
つ
い
て
い
た
。
そ
れ
は
相
互
連
関
的
な
過
棋
で
あ
っ
た
だ
け

で
な
く
、
相
互
制
約
的
な
過
程
で
も
あ
η

た
。
恐
慌
が
世
界
的
恐
慌
と
な

る
た
め
に
は
、
主
要
な
資
本
主
義
国
の
お
り
お
の
の
経
済
的
発
展
が
一
定

の
段
階
に
た
っ
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら

の
国
々
の
あ
い
だ
に
十
分
に
発
展
し
た
商
業
、
信
用
指
よ
び
そ
の
他
の
経

済
的
諸
連
関
、
立
て
れ
に
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
仕
界
価
絡
形
成
む
た
め
の
基

礎
た
な
る
市
場
獲
得
競
争
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

3

そ
の
た

め
に
は
、
か
な
り
高
度
に
発
展
し
た
世
界
商
業
、
世
界
的
規
模
の
海
運
、
世

界
的
規
模
の
通
信
手
段
が
必
要
で
あ
っ
た
。
〔
一
九
世
紀
最
初
白
四
半
期

に
吐
ま
だ
こ
れ
ら
の
条
件
の
す
べ
て
が
存
在
し
て
い
た
わ
け
で
は

bJT

だ
が
す
で
に
、
一
八
世
紀
末
に
は
そ
れ
ら
は
熟
し
は
じ
め
て
い
た
。
五

0

年
代
は
、
し
だ
い
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
量
的
変
化
が
新
し
い
質
に
転
化
し

た
時
期
で
あ
っ
た
。
」

こ
の
よ
う
に
、
統
一
的
な
世
界
市
場
の
形
成
と
発
展
は
、
資
本
主
義
が

二
止
の
発
展
段
階
に
ま
で
た
つ
し
た
個
々
。
国
々
の
循
環
運
動
を
結
び
つ

け
、
そ
れ
ら
の
運
動
を
促
進
あ
る
い
は
制
約
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
々

第
八
十
八
巻

九

第
二
号

/、

一七



世
界
恐
慌
論
に
お
け
る
二
類
型
(
上
)

の
国
の
経
済
首
過
程
の
運
動
の
総
体
官
、
個
別
的
運
酎
の
た
ん
た
る
寄
吐

あ
つ
め
と
し
て
で
は
な
く
て
、
統
一
的
な
世
界
経
済
の
運
動
と
し
て
展
開

せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
世
界
恐
慌
の
発
生
と
展
開
に
と
っ

て
、
世
界
市
場
の
形
成
、
と
発
展
が
二
相
互
連
関
的
」
な
ら
び
に
「
相
互
制

約
的
な
過
程
」
1

乙
し
て
、
不
可
欠
な
「
必
要
条
件
」
を
構
成
す
る
根
拠
が

あ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
同
時
に
、
世
界
市
場
の
形
成
主
発
展
は
、
世

界
恐
慌
の
基
本
的
根
拠
が
確
立
し
て
い
な
レ
場
合
、
す
な
わ
ち
、
資
本
主

義
が
ま
だ
復
数
以
上
の
同
に
形
成
き
れ
て
い
な
い
場
八
円
に
お
い
て
も
、
あ

る
い
は
、
い
か
な
る
時
期
で
あ
れ
そ
の
よ
う
な
基
盤
の
確
立
し
て
い
な
い

固
に
た
い

L
て
も
、
恐
慌
の
「
扶
止
」
を
ひ
き
お
こ
す
場
と
し
て
の
役
割

を
は
た
十
己
主
に
よ
っ
て
、
世
界
市
場
に
ひ
き
こ
ま
れ
て
い
る
す
べ
て
の

因
に
た
い
し
て
、
恐
慌
の
時
期
的
統
一
を
も
た
ら
す
よ
う
作
用
す
る
の
で

あ
る
。こ

こ
で
、
世
界
恐
慌
と
世
界
市
場
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
メ
ン
ヲ
リ
ソ

ン
の
把
握
の
な
か
に
、
ひ
し
乙
つ
の
重
要
な
不
十
分
さ
が
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
世
界
恐
慌
の
必
要
条
件
、
と

し
て
の
世
間
酔
市
場
の
形
成
と
発
展
と
い
う
こ
と
を
、
品
川
町
升
市
場
に
お
け
る

伺
々
の
国
々
の
相
主
の
あ
い
だ
の
「
経
済
的
諮
連
関
」
一
般
の
緊
密
化
の

強
化
と
い
う
形
で
と
ら
え
て
い
る
乙
と
で
あ
る
。
そ
t
に
は
、
一
定
の
発

展
段
階
に
主
で
た
つ
し
た
資
本
主
義
国
の
単
数
か
ら
多
数
化
へ
の
変
化
と

い
う
基
木
酌
恨
拠
の
確
以
が
、
諸
国
の
あ
い
だ
の
世
界
市
場
制
相
互
関
係

の
内
容
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
あ
た
え
る
か
と
い
う
よ
と
が
十
分
に
明
昨

第
八
十
八
巻

回。
第

号

/、

ノ1

で
な
い
。
そ
の
た
め
、
「
五

0
年
代
ハ
に
」
、
し
だ
い
に
蕎
積
さ
れ
て
き
た
量

的
変
化
が
新
し
い
質
に
転
化
し
た
」
と
い
う
こ
と
の
意
味
が
、
「
経
済
的

諸
連
関
」
の
緊
密
化
の
量
的
増
大
と
し
て
し
か
理
解
3
れ
ず
、
世
界
市
場

に
お
け
る
「
経
済
的
諸
連
関
」
の
門
容
に
お
け
る
質
的
変
化
が
あ
き
ら
か

で
な
い
。
メ
Y
デ
リ
ソ

y
は
.
き
き
の
引
用
文
の
な
か
で
、
「
恐
慌
が
世

界
的
恐
慌
と
な
る
た
め
に
は
、
な

rよ
り
も
ま
ず
、
世
界
価
格
形
成

の
た
め
の
基
礎
と
な
る
市
場
価
格
競
争
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
る
」
と
の
示
唆
に
と
む
指
摘
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
り
点
を
十
分
に
吟
味
し
、
理
論
的
規
定
を
あ

た
え
、
理
論
体
系
の
た
か
に
明
確
に
位
置
づ
け
る
と
い
う
こ

E
V
お
こ
な

っ
て
い
な
い
。
(
あ
主
で
み
ら
れ
る

p
y
デ
L
ツ
ン
の
世
界
恐
慌
論
に
お

け
る
不
十
分
な
諸
点
は
、
か
か
る
世
界
市
場
前
連
関
に
お
け
る
質
的
変
化

を
明
確
に
規
定
し
え
て
い
な
い
こ
と
に
も
と
ず
い
て
い
る
。
)

主
こ
ろ
刊
に
、
か
か
る
資
本
主
義
国
の
多
数
化
と
そ
れ
ら
の
あ
い
だ
の
統

一
的
な
世
界
市
場
的
連
関
と
は
、
世
界
恐
慌
発
生
の
た
め
の
「
必
要
か
っ

十
分
な
る
条
件
」
を
構
成
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
確
立
に
よ
っ
て
、
恐
慌
あ

る
い
は
経
済
諸
過
位
の
世
界
的
規
模
で
の
運
動
は
、
あ
た
ら
し
い
運
動
形

態
を
も
つ
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
、
さ
き
に
み
た
メ
ン
デ
リ
ソ
シ
の
引
用

文
の

l
|
一
般
的
に
は
「
世
界
経
済
循
環
が
発
生
す
る
た
め
の
諸
条
件
」

の
、
具
体
的
に
は
こ
八
五
七
年
恐
慌
の
世
界
的
性
格
」
D
I
l
l
第
三
点

に
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
。
第
三
点
と
は
な
に
か
。
そ
れ
は
、
「
こ
と
ー
な
っ

た
国
々
に
お
け
る
循
環
同
聞
の
交
替
の
全
過
程
の
国
際
的
な
統
こ
、
す



な
わ
ち
、
「
個
々
の
固
に
お
け
る
循
環
は
単
一
の
世
界
経
済
循
環
の
構
成

部
分
に
転
化
す
る
」
と
し
う
こ
主
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
段
階
に

お
い
て
は
、
経
済
稲
環
運
動
は
単
一
の
世
界
経
済
循
環
の
運
動
と
し
て
展

開
し
、
循
環
性
恋
慌
の
発
生
も
、
基
平
的
に
は
世
界
恐
慌
在
し
て
、
同
時

的
に
成
熟
・
展
開
す
る
も
の
と
な
る
。
メ
ン
デ
リ
ソ
Y
は
、
そ
の
過
程

r

つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

「
イ
ギ
リ
ス
そ
の
他
の
各
資
本
主
義
固
に
お
け
る
再
生
産
過
程
の
循
環

性
は
、
連
続
的
に
く
り
か
え
す
恐
慌
の
影
響
を
う
け
て
は
じ
め
て
、
し
だ

い
に
で
き
あ
が
っ
て
き
に
。
そ
れ
が
、
世
界
恐
慌
の
発
展
の
内
的
な
合
法

則
的
連
関
で
も
あ
れ
ば
、
世
界
循
環
の
発
展
の
内
的
な
合
法
則
的
連
関

で
も
あ
る
。
固
定
資
本
の
拡
大
と
更
新
L

乙
の
諸
過
程
が
決
定
的
な
す
べ
て

の
資
本
主
義
国
で
同
時
に
大
規
模
な
も
の
と
な
る
ー
と
き
に
は
じ
め
て
、
盛

祝
も
真
に
世
界
的
な
も
の
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う

な
同
時
性
は
、
こ
れ
ら
の
国
々
が
い
く
つ
か
の
恐
慌
に
同
時
に
泰
子
加
し
た

結
岡
市
と
し
て
の
み
あ
り
う
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
国
々
の
そ
れ
ぞ
れ

に
資
本
主
義
が
か
な
り
高
度
に
発
展
L
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
亡
い
る
。

個
々
の
国
々
の
再
生
産
過
程
が
盛
況
局
面
に
お
い
て
統
一
さ
れ
る
た
め
に

は
、
そ
れ
ら
の
国
々
の
あ
い
だ
に
、
恐
慌
局
面
の
ば
あ
い
よ
り
も
い
っ
そ

う
緊
椛
な
連
閑
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
国
が
い
っ
そ
う
高
度
の
発
展
段
階
に

ハ
日
)

あ
る
こ
と
が
必
史
し
と
さ
れ
る
己
と
は
、
疑
い
が
な
い
。
」
「
こ
う
し
て
、

個
々
の
国
々
の
拘
生
産
的
簡
珠
的
進
行
の
相
互
の
か
ら
み
あ
い
は
、
し
だ

い
に
増
大
L
、
ま
寸
ま
す
緊
慣
に
な
っ
て
、
中
一
の
世
界
循
環
性
が
で
き

世
界
恐
慌
前
に
お
け
る
二
類
型
(
上
〕

あ
が
っ
た
。
世
界
恐
慌
は
、
ま
た
そ
れ
以
上
に
世
界
産
業
循
環
は
、
国
民

的
諮
恐
慌
お
よ
び
盛
況
の
た
ん
な
る
時
間
的
一
致
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
、

国
際
的
分
業
も
、
世
界
的
な
向
品
流
通
と
信
州
お
よ
び
国
際
競
争
も
高
い

揺
展
段
階
に
た
つ
し
た
と
い
う
こ
と
の
拒
明
で
あ
る
の
こ
の
段
階
は
や
っ

ハ

uv

と
十
九
世
紀
な
か
ば
に
達
成
さ
れ
た
。
」

す
な
わ
ち
、
「
い
く
つ
か
の
国
々
に
お
け
る
資
本
土
義
の
一
定
段
階
ま

で
の
発
展
」
は
、
世
界
市
場
の
発
展
を
媒
介
と
し
て
、
個
々
の
国
々
の
経

済
諸
過
程
の
運
動
を
あ
ら
た
な
形
で
世
界
的
に
結
び
つ
け
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
も
と
で
、

L
か
も
連
続
的
に
〈
り
か
え
す
恐
慌
の
影
響
を
う
け

て
、
「
固
定
資
本
の
拡
大
と
民
新
と
の
詩
過
程
が
す
べ
て
の
資
本
主
義
国

、
、
、

で
同
時
に
大
規
模
な
も
の
と
な
」
り
、
し
た
が
っ
て
、
「
盛
況
も
京
に
世

界
的
な
も
の
と
な
る
ロ
」
こ
の
よ
う
な
盛
況
の
同
時
性
は
、
「
個
々
の
国

々
の
再
生
産
過
程
が
盛
況
間
百
に
お
レ
て
統
一
」
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す

る
も
の
で
あ
っ
て
、
か
か
る
盛
況
局
面
の
世
界
的
規
模
で
の
同
時
的
展
闘

の
な
か
で
、
恐
慌
安
閑
も
ま
た
不
可
避
的
に
個
々
の
国
の
内
部
に
同
時
的

に
成
熟
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
恐
慌
の
世
界
的
同
時
性

色
、
こ
の
時
期
に
は
じ
め
て
川
現
し
た
循
環
性
盛
況
り
世
界
的
統
一
と
を

テ
コ
に
、
「
個
々
の
国
々
の
再
生
産
の
循
環
的
進
行
の
相
互
の
か
ら
み
あ

い
」
は
い
っ
そ
う
緊
掃
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
「
個
々
。
固
に
お
け
る

循
環
は
単
一
の
世
界
経
済
術
環
の
俳
成
部
分
に
転
化
」

L
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
形
で
「
一
九
世
紀
な
か
ば
に
達
成
さ
れ
た
」
世
昇
給
済
循
球
の
形

成
〉
い
う
資
本
主
義
の
あ
ら
た
な
迎
副
形
態
に
基
礎
を
お
い
て
、
メ
ン
デ

節
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世
界
恐
慌
論
に
お
け
る
二
類
型
(
上
)

リ
ソ
γ
は
、
世
界
恐
慌
を
単
一
の
世
界
経
治
循
環
の
一
局
面
と
し
て
把
握

し
、
こ
の
点
に
、
世
界
恐
向
か
同
時
的
に
成
熟
・
燥
発
・
展
開
す
る
こ
を

の
必
然
性
を
と
ら
え
て
い
る
。

以
I
み
て
き
た
こ
と
か
ら
も
あ
者
ら
か
な
よ
う
に
、
世
界
経
済
恐
慌
に

つ
い
て
の
メ
Y

デ
リ
ソ
ン
の
理
論
は
、
ヴ
ァ
ル
カ
晶
、
ェ
ル
旦
ナ
ー
な
ど
の

波
及
理
論
と
は
ま
っ
た
く
具
質
な
も
の
で
あ
っ
て
、
と
の
よ
う
な
見
解
は
、

あ
と
で
ふ
れ
る
よ
う
に
、
わ
が
国
の
井
汲
阜
一
氏
の
見
解
と
共
通
す
る
も

の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
理
論
構
成
は
か
な
り
精
密
な
も
の
で
あ
り
、

論
理
的
一
貫
性
を
も
つ
ば
か
り
か
、
詳
細
な
恐
慌
史
分
析
の
う
え
に
築
か

れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
世
界
恐
慌
前
の
あ
ら
た
な
前
進
の
た
め
の
基

本
的
方
向
ー
を
さ
し
一
吊
し
た
ー
、
の
ζ

い
い
え
よ
う
。

だ
が
、
メ
ン
デ
リ
ソ
ン
の
理
前
に
も
欠
陥
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ

の
基
木
的
骨
格
は
正
し
い
、
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
理
晶
化
に
お
い

て
ま
ど
多
く
の
不
十
分
さ
を
も
っ
て
い
る

ψ

そ
れ
は
、
と
く
に
、
恐
慌
史

の
具
体
的
分
析
に
も
と
ず
い
た
理
論
化
を
お
こ
な
う

rあ
た
っ
て
、
諸
嬰

凶
・
諸
範
時
の
理
論
的
姐
定
と
位
置
づ
け
を
あ
た
え
る
さ
い
に
、
適
確
な

理
論
化
の
不
十
分
な
ま
ま
で
、
具
体
的
事
実
で
も
っ
て
説
明
し
て
ゆ
く
と

い
う
方
法
が
、
と
ら
れ
が
ち
で
あ
る
、
と
い
う
点
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
か
れ
の
理
論
白
基
軸
た
る
、
資
本
主
義
国
の
多
数
化
と
い
う
世

界
恐
慌
の
基
本
的
根
拠
白
確
立
が
、
世
界
市
場
。
内
容
と
構
造
と
に
ど
の

よ
う
な
変
化
を
あ
た
え
た
か
、
あ
ゐ
い
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
単
一
の
世
界

経
済
循
環
が
っ
く
り
だ
さ
れ
循
環
局
面
の
同
時
的
交
帯
が
お
こ
な
わ
れ
る

第
八
十
八
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よ
ろ
に
な
る
た
め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
と

い
っ
た
点
に
つ
い
て
、
明
確
な
理
論
的
規
定
を
あ
た
え
え
て
い
な
い
。
す

な
わ
ち
、
此
界
経
済
循
環
の
形
成
こ
そ
が
、
世
界
恐
悦
を
、
た
ん
な
る
恐

慌
の
国
際
的
波
及
と
区
別
さ
れ
る
本
米
的
な
世
界
恐
悦
た
ら
し
め
る
の
で

あ
る
が
、
そ
の
場
合
、
個
々
の
国
々
の
再
生
産
過
程
が
盛
況
局
面
に
統
一

さ
れ
る
た
め
の
世
界
市
場
的
連
関
に
つ
い
て
、
「
恐
慌
局
面
の
ば
あ
い
よ

り
も
い
っ
そ
う
緊
密
な
連
関
」
が
必
要
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
「
国
際

的
介
業
も
、
世
界
的
な
商
品
流
通
、
と
信
用
お
よ
び
国
際
競
争
も
高
い
発
展

段
階
に
た
つ
し
た
」
と
い
う
形
で
、
世
界
市
場
に
お
け
る
「
経
済
的
諸
連

関
」
一
放
の
「
い
っ
そ
う
」
の
「
緊
密
」
化
k
し
て
し
か
と
ら
え
ら
れ
ず
、

そ
白
内
容
に
お
け
る
一
質
的
変
化
が
み
き
ら
か
で
な
い
@
そ
の
結
果
、
世
界

循
環
形
成
の
テ
コ
で
あ
る
盛
田
叫
局
而
の
同
時
件
の
碓
立
に
つ
い
て
、
「
固

定
資
本
の
拡
大
よ
更
新
と
の
諸
過
程
が
決
定
的
な
す
べ
て
の
資
本
主
義
国

で
同
時
に
大
規
模
な
も
の
と
な
る
と
き
に
は
じ
め
て
、
盛
況
も
真
に
世
界

的
な
も
の
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
な
が
ら
も
、
「
悶
定
資
本
の
拡

大
し
と
更
新
が
同
時
に
大
規
模
な
も
の
と
な
る
」
の
は
「
こ
れ
ら
の
国

々
が
い
く
つ
か
の
恐
慌
に
同
時
に
参
加
し
た
結
果
と
し
て
む
み
あ
り
う
る

の
で
あ
る
」
と
し
か
と
ら
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
た
し
か

に
、
恐
慌
周
囲
は
、
経
済
循
環
の
運
動
に
と
っ
て
の
「
規
定
的
な
局
面
」

で
あ
る
。
し
か
し
、
恐
慌
の
局
面
が
世
界
的
に
同
時
化
さ
れ
た
か
ら
と
い

っ
て
、
そ
れ
だ
け
で
盛
況
局
聞
の
問
時
的
展
開
を
説
明
す
る
こ
、
と
は
で
き

な
い
。
恐
慌
か
ら
の
脱
出
と
そ
れ
以
後
の
局
面
交
替
、
と
く
に
府
出
局
面



の
展
開
に
つ
レ
て
は
、
そ
の
起
動
因
と

L
て
の
「
固
定
資
本
の
拡
大
》
」
更

新
と
の
諸
過
程
」
の
各
国
に
お
け
る
進
行
が
、
相
互
に
規
制
し
あ
い
促
進

し
あ
う
と
こ
る
の
世
界
市
場
的
連
関
の
な
か
で
、
は
じ
め
て
そ
の
同
時
性

を
確
立
す
る
こ
レ
し
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
り
場
合
に
お
け
る
世
界
市
場

的
連
関
は
、
こ
の
時
期
に
は
じ
め
て
確
立
さ
れ
た
複
数
以
上
の
「
一
定
の

発
展
段
階
に
ま
で
た
つ
し
た
資
本
主
義
諸
国
」
の
相
互
の
あ
い
だ
の
資
本

主
義
的
国
際
競
争
と
い
う
、
「
経
済
話
連
関
」
申
内
容
に
お
け
る
質
的
変

化
を
基
軸
に
し
て
い
る
。
メ
ン
デ
り
ツ
ン
に
お
い
て
は
、
こ
り
点
が
は
っ

き
り
し
な
い
た
め
、
「
肢
況
局
面
の
同
時
性
」
と
、
世
界
循
環
の
形
成
の

メ
カ
一
一
ズ
ム
が
明
ら
か
と
な
り
え
な
い
。

端
的
に
い
っ
て
、
メ
Y
デ
リ
ソ

γ
の
世
界
恐
慌
論
の
欠
陥
は
、
そ
の
重

要
な
指
摘
た
る
「
世
界
経
済
循
環
が
発
生
す
る
た
め
の
諸
条
件
」
の
三
点

に
つ
い
て
の
相
互
連
関
性
と
規
定
性
を
も
っ
た
理
論
的
体
系
化
が
お
こ
な

(お〉

わ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
己
主
に
あ
る
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

ω
』

hr

昌
o
E自
v
o
o
F
3
3
冒
知
国
国
2
0司
自
置
。
図
書
目
。
o
E
M

昌
盟
国
O
C
切
回
官
E
C
F
H
一言

F
巳
山
由
一
メ
ン
デ
リ
ソ

γ
『
恐
慌
の
理

論
と
岡
山
史
』
曲
目
・
平
館
・
山
本
・
平
田
訳
、
青
木
書
由
、
第
一
分

冊
、
一
九
七
一
九
八
宜
。
〈
以
下
本
甚
よ
り
引
用
の
ば
あ
い
、
邦

訳
分
冊
数
に
つ
い
て
は
、
ハ
I
)
(
E
)
な
ど
に
よ
っ
て
し
め
す
。
)

ω
(
I
)

一
九
九
耳
。

ω
(
I
)

二
O
玉
頁
。

川
円
〈
I
)

】一

O
九
頁
。

ω
「
外
国
貿
易
と
主
れ

r某
礎
を
お
く
国
際
信
用
は
、
一
つ
の
国
に

お
け
る
過
剰
生
産
と
社
会
的
再
生
産
の
合
過
程
り
出
乱
と
が
、
他
の

世
界
恐
慌
前
に
お
け
る
ご
類
型
(
上
)

国
々
の
経
許
に
お
い
て
も
恐
慌
現
象
が
発
生
し
、
恐
慌
が
勃
発
す
る

の
を
助
長
す
る
導
告
と
な
っ
て
い
る
。
」
(
メ
ン
デ
リ
ソ
ン
、
同
上

一
軍
五
頁
J

ω
(
E
)

一
ニ
六
六
頁
。

M
W
〔

E
)

二
六
心
頁
。

制

(

E

)

三
六
六
頁
。

ω
(
I
)

一二

O
R。

ゆ
(

E

)

四
九

O

四
九
一
定
。

制
こ
り
文
章
は
、
原
文
で
は
部
分
否
定
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
訳
え

の
一
部
を
あ
ら
た
め
て
お
い
た
。

(
4
m
w
区

民

O
-
2日

V

H

品
由
)

M
W
(
I
)

一二

O
頁ロ

ω
(
I
)

一
一
一
一
一
一
一
二
一
H
。

例

(

I

)

一
二
三
一
二
四
頁
。

ω
戦
後
循
環
の
分
析
に
あ
た
っ
て
も
、
メ
ン
デ
リ
ソ

γ
は
、
あ
く
ま

で
世
界
経
済
循
珠
の
机
向
か
ら
把
慢
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
ば

あ
い
、
か
れ
は
、
世
界
大
戦
に
よ
お
各
国
経
荷
の
骨
断
や
循
環
局
聞

の
同
時
性
の
破
壊
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
各
国
の
経
済
構
造
の
う
ち

に
反
映
し
て
い
る
」
と
C
ろ
の
「
各
国
経
済
の
相
互
依
存
性
L

の
な

か
に
「
資
本
主
義
世
界
経
済
の
時
間
上
の
単
一
性
と
空
間
上
の
単
一

性
」
り
保
持
を
み
い
だ
し
、
か
か
る
単
一
性
を
基
礎
と
し
た
分
析
U

必
要
を
強
調
す
る
。
だ
が
、
同
時
に
、
「
恐
慌
の
法
則
の
作
用
は
、

経
済
条
件
が
異
な
れ
ば
ひ
と
し
く
な
い
し
一
定
の
変
形
を
う
け
る

こ
と
が
あ
り
」
、
と
く
に
、
「
戦
争
、
経
済
白
戦
時
軌
道
へ
の
引
入
れ
、

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
そ
れ
ら
の
請
結
県
に
よ
っ
て
ひ
き
お
こ

さ
れ
た
特
殊
な
条
件
の
も
と
で
は
、
一
種
特
別
な
資
本
主
義
的
経
済

恐
慌
」
が
お
こ
る
と
し
て
、
そ
れ
を
「
軍
事
イ
ン
フ
レ
恐
慌
」
と
名

づ
け
、
か
か
る
「
軍
事
イ
ン
フ
レ
恐
慌
」
と
「
過
剰
仕
民
恐
慌
」
主

第
八
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八
巻

凹

-，二

第
二
号



世
界
恐
慌
論
に
お
け
る
二
矧
型
(
上
)

り
か
ら
み
あ
い
と
い
う
点
に
、
戦
後
に
お
け
る
世
界
経
済
恐
慌
の
特

珠
性
を
み
よ
う
之
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
「
一
九
凶
五
年
下
半
期
に
は
じ
ま
っ
た
世
界
経
済
恐

慌
」
吋
、
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
部
分
的
過
剰
生
産
恐
慌
」
を
ふ
く
み

つ
つ
も
、
「
基
本
的
に
は
軍
事
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
的
性
格
の
恐
慌
」

で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
力
四
八

l
四
九
年
円
一
恐
慌
に
お
い
て
は
、

「
世
坪
侃
済
恐
慌
の
強
以
に
お
け
る
蝶
」
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
に
つ
い

て
は
「
循
環
性
心
全
般
的
過
剰
生
庄
恐
慌
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を

寸
全
般
的
過
剰
生
産
世
界
恐
慌
と
し
て
み
る
り
は
根
拠
り
な
い
こ
と

で
あ
る
」
に
し
て
も
、
「
西
ヨ

I
ロ
ヲ
ハ
、
日
本
そ
の
他
の
軍
事
イ

ン
レ
フ
恐
慌
と
緊
密
な
相
互
関
連
に
あ
っ
た
こ
之
L

を
考
慮
に
い
れ

る
と
、
「
異
種
の
恐
慌
過
程
の
こ
う
し
た
一
致
」
は
、
「
一
九
四
人

l
四
九
年
恐
慌
が
戦
後
世
界
経
萌
恐
慌
の
一
発
展
段
階
だ
っ
た
こ
と

を
意
味
す
る
」
も
の
で
あ
り
、
「
一
九
四
七
|
四
八
年
恐
慌
を
も
っ

亡
、
一
九
三
七
三
八
年
恐
慌
を
始
点
と
す
る
世
界
経
街
循
環
が
終
」

り
、
「
あ
ら
た
な
世
界
経
済
循
環
が
は
じ
ま
っ
た
」
こ
と
を
し
め
す

も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
を
拍
点
と
す
る
戦
後
循
環
も
、
「
寧

事
経
皆
下
の
周
期
的
繁
栄
」
の
り
ち
、
「
一
九
五
六
年
に
世
界
の
経

済
的
周
期
に
転
換
が
お
こ
っ
た
。
繁
栄
か
ら
恐
慌
へ
の
移
行
が
は
じ

ま
っ
た
。
」
こ
の
世
界
恐
慌
に
お
い
て
も
、
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
は

「
相
当
の
深
さ
を
も
っ
通
常
的
周
期
的
な
全
般
的
過
剰
生
産
恐
慌
」

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
「
し
か

L
、
恐
慌
の
世
界
的
性

怖
は
、
ヨ

1
ロ
ヴ
パ
の
主
要
資
本
主
義
国
や
日
本
の
過
剰
生
産
は
依

然
と
し
て
部
分
的
で
あ
っ
て
、
全
体
的
性
格
を
も
っ
て
い
な
い
以
上
、
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十
分
は
っ
き
り
た
は
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
。
」
し
か
し
、
ぞ
れ
は
.

こ
の
恐
慌
の
世
界
的
性
格
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
「
現
代
の

世
界
恐
慌
の
濫
悼
の
す
べ
て
が
、
ま
っ
た
く
具
背
な
性
格
を
も
っ
亡

い
て
、
恐
慌
は
喪
発
と
い
う
取
で
は
な
く
、
ゆ
っ
く
り
と
進
展
す
る
。

、
、
、
、
、
、

恐
慌
へ
す
べ
り
こ
ん
で
い
く
か
の
よ
う
に
し
て
お
こ
る
。
こ
れ
は
、

個
々
の
固
に
お
け
る
全
般
的
経
済
恐
慌
の
前
提
り
成
熟
の
不
均
等
な

こ
と
と
、
部
分
的
恐
慌
と
に
関
連
し
て
い
る
」
の
で
あ
る
。
(
以
上
、

引
用
句
に
つ
い
て
は
、
第
一
節
註
川
町
に
あ
げ
た
文
献
参
照
。
)

こ
む
よ
う
に
、
メ

γ
デ
リ
ソ
ン
は
、
世
界
恐
慌
の
机
角
を
中
心
に

す
え
な
が
ら
、
循
環
変
形
説
的
な
考
え
方
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
れ

は
、
き
わ
め
て
興
味
あ
る
分
析
で
お
る
が
、
し
か
し
、
そ
に
で
は
、

世
界
循
環
の
周
期
の
転
換
と
な
る
恐
慌
脅
他
の
噛
恐
慌
と
主
別
す
る

基
準
が
あ
き
ら
か
で
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
世
界
循
環
。
実
体
と
し

て
り
世
界
経
済
の
統
一
性
を
、
陀
界
循
環
の
形
成
を
ひ
き
お
こ
す

「
特
揖
的
な
」
世
界
市
場
的
連
関
吐
か
ら
で
な
く
、
世
界
市
場
的
連

関
性
一
般
、
あ
る
い
は
そ
の
基
礎
と
し
て
の
各
困
経
済
構
造
。
「
相

主
依
存
性
」
か
ら
、
と
ら
え
よ
う
と
す
る
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
た
め
、
世
界
循
環
の
テ
コ

k
し
て
の
盛
況
局
面

の
同
時
性
を
ひ
き
お
こ
す
要
因
と
戦
後
の
条
件
の
も
と
で
そ
れ
が
こ

う
む
る
影
響
に
つ
い
て
の
分
析
が
不
十
八
?
と
な
り
、
か
〈
て
、
な
ぜ

「
全
般
的
経
皆
恐
慌
の
前
提
の
成
熟
が
不
均
等
」
に
な
る
の
か
、
ま

た
、
恐
慌
の
展
開
が
ど
う
し
て
「
す
べ
り
こ
ん
で
い
く
」
よ
う
な
形

を
と
る
よ
う
に
な
る
の
か
、
と
い
っ
た
諸
点
に
つ
い
て
の
説
明
も
あ

き
ら
か
で
な
い
。


